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中学校用教科用図書の 

選定に必要な資料 

 

 

 

松江採択地区教科用図書採択協議会 



 

各発行者記号は以下のとおりである。 

 

記号 発行者名 記号 発行者名 

Ａ 東京書籍 Ｌ 新興出版社啓林館 

Ｂ 大日本図書 Ｍ 山川出版社 

Ｃ 教育図書 Ｎ 数研出版 

Ｄ 開隆堂出版 Ｏ 日本文教出版 

Ｅ 学校図書 Ｐ 学研教育みらい 

Ｆ 三省堂 Ｑ 自由社 

Ｇ 教育出版 Ｒ 育鵬社 

Ｈ 教育芸術社 Ｓ 学び舎 

Ｉ 光村図書出版 Ｔ 廣済堂あかつき 

Ｊ 帝国書院 Ｕ 日本教科書 

Ｋ 大修館書店   



 

令和２年度 松江採択地区  選定に必要な資料の観点と規準 

(1) 記述された内容、程度が、生徒の発達段階に適合しているか。また、分量が適切であるか。 【各科目･特別の教科道徳 共通】 

 ・ 基礎的・基本的な内容の定着を図る工夫がなされているか。 

 ・ 生徒の思考力、判断力、表現力を引き出す工夫がなされているか。 

 ・ 多様な生徒の学習状況に対応する工夫がなされているか。 

 

(2) 取り上げられた題材の選択や構成は、学習を効果的に進めるために適切なものになっているか。 【各科目･特別の教科道徳 共通】 

  ・ 内容の系統性に配慮した単元の配列などの工夫がなされているか。 

 ・ 自ら調べ、まとめるなどの問題解決的な学習につながる工夫がなされているか。 

                             

 

(3) 生徒が興味・関心をもって学習できるように工夫されているか。 【各科目･特別の教科道徳 共通】 

 ・ 自ら課題を見つけ、学習を継続的、発展的に進めていくための工夫がなされているか。 

 ・ 意欲を喚起するために、写真や図表などの資料、レイアウトなどの工夫がなされているか。 

                             

 

(4) 各教科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。 【各科目】 

  道徳科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。 【特別の教科道徳】 

 ・ 松江や安来の地域の実態に合うような教材を生かし、様々な体験や活動を通して考える学習への工夫がなされているか。 

 ・ 今日的な課題を追求する学習につながる工夫がなされているか。 

                             

 

(5) 各教科における資質･能力との関連や実生活へ生かせる工夫が盛り込まれているか  【各科目】 

各教科等における道徳教育との関連や実生活へ生かせる工夫が盛り込まれているか。 【特別の教科道徳】 

 

(6) その他 

 ・ 観点１～５にあてはまらない内容やその他特筆すべき事項。 【各科目･特別の教科道徳 共通】 

 

○ 総括 

 ・ 観点１～５及びその他についての記述や感性を育む要素などを総合したその教科用図書の 

   全体的な特徴。                     【各科目･特別の教科道徳 共通】 

 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                （種目名種目名種目名種目名 国語国語国語国語   ）            No.１  

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・本編、基礎編、資料

編の３部構成になって

おり、資料編には本編

で学んだことを振り返

ったり、深化させたり

できるように、各領域

の題材が適宜配置され

ているので、発展的・

補充的な学習として取

り上げやすくなってい

る。 

・定評のある、生徒に

読ませたい題材が、発

達段階に応じて取り入

れられている。 

・「話す・聞く」「書

く」「読む」の各領域

とも、３年間を通した

系統性・学年に応じた

段階性をもって題材が

配列されており、効果

的に指導できる。 

・「日本語探検」「文

法の窓」「漢字道場」

といった、言語事項に

かかわる内容が系統的

に学習できるよう工夫

されている。 

・詩歌の鑑賞から創作

へ、小説の読解から表

現の学習へなど、学び

を各領域で関連づけら

れるように配慮された

構成となっている。 

・キャラクターなどを

設定して親近感をもた

せている。また導入の

「学びの扉」でストー

リー仕立ての漫画を用

いて、生徒が抱えがち

なつまずきや疑問に寄

り添い、学習意欲を高

めるのに適した構成に

なっている点が優れて

いる。 

・１年生の古典題材導

入では、「浦島太郎」

や「伊曽保物語」を取

り上げて身近な童話と

の関連を示すことで、

古典学習への興味を喚

起するよう工夫されて

いる。 

・３年生では東日本大

震災に関連する題材を

複数回取り上げ、話し

合いや読解を通して防

災・安全について考え

を深められるよう配慮

されている。 

・「読書案内」や「読

書活動」「作家と作品

」では、幅広いジャン

ルの本を分野ごとに配

列し、短いＰＯＰで効

果的に紹介してあり、

生徒の興味・関心を高

め、読書指導に役立つ

よう工夫されている。 

・基礎編「学びを支え

る言葉の力」では、学

んだことと日々の暮ら

しがつながる場面を提

示したり、他教科の学

習内容との関連をマー

クで示したりと、国語

科の学びを実生活へ生

かせるよう配慮されて

いる。 

・２年生の説明的文章

では文章と図表を組み

合わせた読み取りや、

複数の文章を比較する

学習を設定し、情報の

関連づけや批判的な読

みを促すよう工夫され

ている。 

 

・漢字にルビがつい

ている箇所が多く、

学習支援の必要な

生徒にも読みやす

くなるよう配慮さ

れている。 

また、題材本文の下

には数字と点をつ

けて示してあり行

数を数えやすい。 

・Ｄマークを示した

題材では、二次元コ

ードを利用するこ

とにより関連する

音声や映像資料を

閲覧でき、家庭での

自主的な学習に活

用できるよう工夫

されている。 

・国語を苦手とする生

徒にも取り組みやす

いように工夫されて

いる点が優れている。 

・キャラクターを多用

して学習意欲を喚起

しつつ系統的に学習

を進められるように

工夫されている。 

・巻頭カラーページや

各単元の扉には季節

感のある写真、四季を

味わうことができる

詩歌などを置き、感性

を磨く場としての工

夫がされている。 

Ｆ

 

三

省

堂

・本編では学年に応じ

た読みやすく適切な題

材文を多く取り入れる

とともに、読解の学習

では学習スキルについ

て明快な記述と例示に

よって基礎的な言葉の

力を確実に身に付けら

れるような工夫がされ

ている。 

・題材には、現在の中

学生に身近な内容の作

品や現代社会の問題を

取り上げた作品、また

従来から取り上げられ

ている名作が、バラン

スよく盛り込まれてい

る。 

 

・「学びの道しるべ」

のページでは、学習の

目標や課題、振り返り

をまとめて提示し、「

思考のヒント」や「語

彙を豊かに」の囲みで

学習を導き、過程を明

確にした構成がなされ

ている。 

・「読む」領域の各テ

キストに「読み方を学

ぼう」を配置し、特に

説明文題材では短文で

読み方のスキルについ

て確認し、長文でスキ

ルを習得・活用でき、

読解力向上に適した構

成となっている。 

 

・夏井いつき、宮下奈

都、森山直太朗などの

著名人の文章等が取り

上げられ、生徒の興味

をそそる工夫がされて

いる。 

・各学年末には、中学

生もよく知っている歌

の歌詞を掲載し、歌詞

を言葉として意識して

解釈させるよう工夫さ

れている。 

・国の学力調査を模し

た課題作文を掲載（３

年生）し、問いの読み

取り方や解答の手順を

具体例に示してわかり

やすくなっている。 

・１年生読書題材「古

事記」では、「大国主

神と因幡の白兎」が取

り上げられており、郷

土の伝統文化を尊重す

る態度の形成について

配慮されている。 

・各学年に「情報を関

係づける」単元を配し

て今日的課題への考え

を系統的に深められる

よう工夫されている。 

 

・「読み方を学ぼう」

を巻末にも見開きペー

ジに一覧にして再掲し

ており、「こんなとき

に使える」という欄を

設けて、つけた力を他

のどの題材や教科で生

かせるかも示されてい

る。 

・各学年「情報を関係

づける」単元では、複

数の文章や図表を関連

づけて思考・判断・表

現する学習活動が設定

されており、ＰＩＳＡ

型読解力を育てられる

よう工夫されている。 

 

・各学年の巻末の「

資料ページ」には、

日本文学名作集の

ページを設けてお

り、各学年に応じた

作品やその一部が

紹介され、文学史の

流れをつかむこと

ができる。 

・巻末「読書の広場

」にある二次元コー

ドを利用すると、学

習の参考になる図

解を参照でき、「読

み方を学ぼう」で学

習した読み方を活

用して主体的に学

びを進められるよ

う工夫されている。 

・「学びの道しるべ」

によってその単元の

見通しから振り返り

まで主体的・対話的で

深い学びを進めるこ

とができるように工

夫されている。 

・「読み方を学ぼう」

で思考力・判断力・表

現力を伸ばすための

方法が示されており、

他教科の学習や日常

の読書に活用できる

ように工夫されてい

る。 



                                                                            選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 国語国語国語国語       ）    No.２ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｇ

 

教

育

出

版

・学年に応じた定番の

題材文を中心に掲載し

つつ、国連の「持続可

能な開発目標」(SDGs)

との関連を重視して新

しい文章や資料にも触

れられるように配慮さ

れている。 

・行間を広めにとり活

字もやや大振りなので

紙面の使い方に余裕が

あって読みやすい。 

・「学びナビ」で各題

材の学習に見通しをも

たせ、「ここが大事」

でポイントを示し、「

みちしるべ」で学習を

深化させ、最後に箇条

書きで「振り返り」を

示すなど、学習過程が

明確化されており、生

徒の思考に沿った構成

となっている。 

・中１では、小学校で

学習した金子みすゞや

宮沢賢治の作品を取り

上げて学習のつながり

を意識させることで意

欲関心を高めるよう工

夫されている。 

・１、２年生の「メデ

ィアと表現」では、漫

画やアニメーション作

品を取り上げ、独自の

表現方法について考え

る学習を展開すること

で、言語表現に対する

興味・関心を喚起する

よう工夫されている。 

・「学びのチャレンジ

」のページでは、図表

やグラフ、複数資料を

用いた課題が豊富に提

示されており、読解力

向上を自分で試せるよ

う工夫されている。 

・題材ごとに関連図書

を紹介する他、単元ご

とに「広がる本の世界

」と題してテーマが関

連する図書を多数紹介

するなど、並行読書を

促し積極的な読書活動

につなげられるよう工

夫されている。 

・巻末の「言葉の自習

室」には、百人一首や

十二支などの古典関係

の資料や、原稿用紙の

使い方など実用的な資

料が掲載され、他教科

の学習や実生活に生か

しやすいよう工夫され

ている。 

・「言葉発見」の頁で

実生活での言語表現に

役立つ情報が盛り込ま

れている。 

・「まなびリンク」

が設定されている

題材では、二次元コ

ードを利用して補

助資料にあたり関

連情報を得るなど、

主体的に学びを進

められるよう工夫

されている。 

・意味調べをする語

句が、本文下の欄外

だけでなく、新出漢

字と同じように各

題材末にもまとめ

て掲載されており、

学習の助けとなる。 

・「学びナビ」を設け

て、生徒が見通しをも

って主体的・対話的に

学習に取り組むよう

工夫されている。 

・図解などを効果的に

使い、学習内容の視覚

化を工夫している。ま

た、行間を広くし大き

な文字を用いるなど

ユニバーサルデザイ

ンの視点が生かされ

ている。 

Ｉ

 

光

村

図

書

出

版

・発達段階に応じた適

切な難度、分量の題材

文をバランス良く配置

している。特に１年生

の前半の説明文では「

ダイコン」「だまし絵

」など意欲を喚起しつ

つも図表と関連づけた

読みを求める質の高さ

において優れている。 

・各題材の最後に語彙

に着目する場面を設け

ている他、巻末に語彙

表「語彙を豊かに」を

掲載し、思考力・表現

力を高める語彙力を育

てられるよう工夫され

ている。 

・目次に続いて学習項

目ごとの一覧表を提示

し、１年間の学習の見

通しをもてるよう工夫

されている。また「思

考の地図」によって、

生徒が主体的な学びに

向かえるよう配慮され

ている。 

・１年生最初の単元で

音読や発表の仕方、ノ

ートの取り方などが丁

寧に取り上げられてお

り、学習の基本形を確

認・指導するのに適し

ている。 

・１年生の「古典の世

界」では３年間で触れ

る古典題材を概観し意

欲を喚起している。 

・「話す・聞く・書く

」の学習では、生徒が

必然性をもった学習と

して受け止められるよ

う、実生活の場面を想

定した活動を設定する

などして工夫されてい

る。 

・イラストを用いて、

よりわかりやすく説明

したりアドバイスをし

たりしていて、生徒に

よりわかりやすくなる

ような工夫がされてい

る。 

・各学年に設定された

「聞き上手になろう」

では、聞きながら共通

点や相違点を整理した

り、話の根拠を明確に

したりするための手順

について学習を深め、

話し合い学習の充実を

図るよう工夫されてい

る。 

・情報題材では、各学

年「情報社会を生きる

」単元の他、「思考の

レッスン」「情報整理

のレッスン」「思考の

地図」など多くの題材

や資料を系統立てて載

せ、汎用的な論理的思

考力の育成につながる

よう工夫されている。 

・「学習の窓」一覧が

あり、身につけた力を

確認し、学習や日常生

活に生かすことができ

る工夫がされており、

優れている。 

・学習過程の最後に「

振り返る」を位置づけ

て、理解したことの言

語化と活用を促すこと

で、資質・能力を自然

に定着させるのに適し

ている。 

・巻末の「学習を広げ

る」には実用的な資料

が掲載され、他教科の

学習や実生活に生かし

やすいよう工夫されて

いる。 

・各題材の該当部に

二次元コードが配

置され、動画や参考

資料など直接必要

なコンテンツにア

クセスでき、主体的

な学びを広げやす

い点が優れている。 

・１年生の題材は後

半まで文字や行間

を大きくし、中１ギ

ャップの解消に配

慮した編集となっ

ている。 

・古典から今日までの

幅広い文学作品に加

え、ＰＩＳＡ型読解力

養成を意図した今日

的課題を含む説明的

文章を多数配置して

おり、３年間を見通し

た学習の系統性と題

材配列のバランスに

おいて優れている。 

・新学習指導要領にの

っとり、情報題材を系

統的に取り上げ、適切

に読み解き、論理的に

考える力を育むよう

工夫されている。 

 



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  書写書写書写書写         ）        No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・１年が47ページ，２

年が33ページ，３年が3

1ページ，資料が36ペー

ジで，総ページ数が144

ページである。 

・１年は毛筆教材が２

点，硬筆教材が７点，

硬毛共通教材が７点，

思考・判断の教材が１

点，２年は毛筆教材が

１点，硬筆教材が５点

，硬毛共通教材が５点

，思考・判断の教材が

２点，３年は硬筆教材

が１点，硬毛共通教材

が２点，思考・判断の

教材が４点である。 

・基本単元の学習から活

用単元の学習へという流

れで単元が構成されてい

る。 

・基本単元の中に「書写

のかぎ」という文字を正

しく整えて書くための知

識・技能が系統的に整理

して配置されており，生

徒が見通しや課題意識を

もちながら学習できるよ

う配慮されている。 

・行書の指導では，「二」

「十」「口」「人」の四つ

を核として，これを他の

字へと応用していくこと

で段階的に行書を身につ

けられるよう構成されて

いる。 

・コラム「文字のいず

み」では，伝統的な事

柄や現代社会の仕事の

中にある手書き文字を

取り上げ，文字文化へ

の興味・関心を喚起す

る工夫が見られる。 

・学校生活の中で文字

に触れる場面をイラス

トで示しており，生徒

の興味・関心を喚起す

るよう工夫されている

。 

・生徒の日常生活の中で

活用できる題材を豊富に

取り上げることにより興

味・関心を高めるよう配

慮されている。 

 

・「生活に広げよう」

では，「職場訪問」「

読書」「防災訓練」な

ど，体験活動の一連の

流れと書写の学習が関

連しており，効果的な

指導ができる。 

・情報を適切に伝える

手段・方法の例を挙げ

，目的にふさわしい書

式を主体的に選択する

力を付けるよう工夫さ

れている。 

・「生活に広げよう」や

「書写活用ブック」では

「本のポップ」「新聞」

「リーフレット」づくり

などが取り上げられ，実

生活や他教科等の学習に

生かすことができるよう

工夫されている。 

・楷書と行書の使い分け

を実際の生活場面を想定

して考えられるように工

夫されている。 

・他教科との関連があ

る単元・教材にはマー

クが付いており，わか

りやすい。 

 

・右ページで説明し

てある「書写のかぎ

」が左ページの手本

の横にも示されて

おり，毛筆の課題に

取り組みやすい工

夫が見られる。 

・各単元において，硬

筆と毛筆の関連が図

られており，生徒の日

常生活での書く力を

定着させる工夫が見

られる点で優れてい

る。 

・行書の指導では，「二

」「十」「口」「人」の四

つを核として，これを他

の字へと応用していく

ことで基本を意識しな

がら段階的に行書を身

につけられるよう構成

されている点で優れて

いる。 

Ｆ

 

三

省

堂

・１年が36ページ，２

年が22ページ，３年が

９ページ，資料が48ペ

ージで，総ページ数が1

28ページである。 

・１年は毛筆教材が７

点，硬筆教材が４点，

思考・判断の教材が１

点，２年は毛筆教材が

５点，硬筆教材が２点

，思考・判断の教材が

２点，３年は毛筆教材

が１点，硬筆教材が１

点，思考・判断の教材

が２点である。 

・「書き方を学ぼう」では，

ページ上部に単元の流れ

が掲載されており，見通

しをもって学習を進めら

れるよう配慮されてい

る。 

・各学年における単元

の構成がわかりやすく

，「やってみよう」で

これまでの学習を生か

して書く活動を行う構

成となっている。 

・最初に楷書の手書き

文字の詩が，最後に行

書で書かれた詩が掲載

されており，生徒にと

って親しみやすく，書

写への関心・意欲を喚

起させるようになって

いる。 

・文字に関わる仕事の

達人を紹介し，文字の

魅力を感じることがで

きるよう工夫がなされ

ている。 

・最初に１年生と３年

生の「私の文字」を書

くようになっており，

三年間の成長を確認で

きるよう工夫されてい

る。 

・はがきなどを実際に

書く教材があるが，多

様な書き方を示したり

，書き方を支援する補

助資料を付けたりする

などの配慮がほしい。 

・「やってみよう」の単

元は，グループ新聞や情

報誌，名言集づくり等，

他教科の学習に生かすこ

とができる内容となって

いる。 

・巻末の資料編に実生活

に役立つ書き方の例が掲

載されているが，学習の

流れの中に書く活動を取

り入れていけるような配

慮がほしい。 

・「資料編」に毛筆

補充資料があり，学

習したことを生か

して他の字を書く

ことができるなど

学習を深めること

ができるよう工夫

されている。 

・各学年における単元

の構成がわかりやす

く，「書き方を学ぼう」

では，ページ上部に単元

内の流れが掲載されて

おり，見通しをもって学

習を進められるよう配

慮されている。 

 



                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  書写書写書写書写   ）       No.2 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｇ

 

教

育

出

版

・１年が48ページ，２

年が36ページ，３年が1

7ページ，資料が33ペー

ジで，総ページ数が144

ページである。 

・１年は毛筆教材が４

点，硬筆教材が７点，

硬毛共通教材が６点，

思考・判断の教材が１

点，２年は毛筆教材が

２点，硬筆教材が８点

，硬毛共通教材が３点

，思考・判断の教材が

３点，３年は毛筆教材

が２点，硬筆教材が２

点，硬毛共通教材が２

点，思考・判断の教材

が２点である。 

・書写を通して三年間で

学ぶことが「木」のイラ

ストを用いてわかりやす

く示されている。 

・各学年の構成が，基

本的な書き方，仮名と

の調和，学習を生かす

という３つの項目で統

一されている。 

・教科書に出ている中

学生がイラストではな

く実写であり，現実の

学校生活を想定しやす

くなっている。 

・各単元に「コラム」

を設け，生徒が活動す

る場面や文字に関する

文化を紹介し，生徒の

興味・関心を高めてい

る。 

 

・「学習を生かして書く

」「学校生活に生かして

書く」では，お薦めの本

のポップ作りやポスター

セッション，植物レポー

トなど，体験を通して書

く活動が多く取り入れら

れている。 

・「情報を整理して，活

動につなげよう」では，

探究的な学習に必要な情

報の整理の仕方について

示してあるが，書写の観

点をわかりやすく示すな

どの配慮がほしい。 

・ノートの例，レポー

ト，本の紹介，新聞の

作成，都道府県名など

，他教科との関連教材

を設定し，教科横断的

な学習をするのに適し

ている。 

 

・毛筆の学習をすす

めるにあたって，生

徒が苦手意識をもつ

点について運筆が写

真で示されてあり，

工夫が見られる。 

・巻末の漢字一覧表

が部首索引になっ

ており，さらに小学

校で学習したもの

と中学校で学習し

たものに分かれて

いる。 

・手本の中心線，運筆

の写真，漢字と仮名の

配列の見本など，丁寧

に毛筆指導が行える

よう配慮されている。 

・書き方のポイントや

学習で気づいたこと

などを書く欄があり，

主体的に取り組み，振

り返ることができる。 

Ｉ

 

光

村

図

書

出

版

・１年が34ページ，２

年が23ページ，３年が2

1ページ，資料が35ペー

ジ，総ページ数が157ペ

ージである。 

・１年が毛筆教材が８

点，硬筆教材が３点，

硬毛共通教材が４点，

２年は毛筆教材が５点

，硬筆教材が２点，硬

毛共通教材が３点，思

考・判断の教材が２点

，３年は毛筆教材が６

点，硬筆教材が３点で

思考・判断の教材が１

点である。 

 

・各単元の中に学年別

の教材があり，特徴的

な配列になっている。 

・学習の流れが見開き２

ページにわたり，目標と

振り返りとともに，「考

えよう」「確かめよう」

「生かそう」という三段

階で示されており，生徒

が見通しをもち，主体的

に学ぶことができるよう

に配慮されている。 

・３年生の学習の終わり

に，１年生から３年生ま

での学習内容の一覧があ

り，学習したことを確認

できるよう工夫されてい

る。 

 

・コラムや「身近な文

字を探す」「文字の使

い分け」では，生活の

中の文字や多様な文字

文化を紹介し，興味・

関心を高めるようにな

っている。 

・取り上げてある資料

が生徒にとって身近な

ものが多く，興味・関

心をもたせる工夫が見

られる。 

・ユニバーサルデザイ

ン書体に関するコラム

があり，多様性を認め

る意識がもてるよう工

夫されている。 

・学習を生かして，学

校生活や実体験で書く

活動ができるものがも

う少しほしい。 

・「季節のしおり」で

は，国語の教科書に出

ている作品の一部をな

ぞり書きできるように

なっている。 

・「冊子にまとめよう

」では，生徒に興味・

関心があることを取り

上げ，学習の進め方に

沿って活動できるよう

工夫されている。 

・別冊で「書写ブッ

ク」が付いており，

教科書で学んだこ

とを硬筆で練習で

きるようになって

いる。 

・全体的に文字の大

きさや色遣いなど，

紙面が簡潔でわか

りやすく，配慮され

ている。 

・学習の流れが見開き２

ページにわたり，目標と

振り返りとともに，「考

えよう」「確かめよう」

「生かそう」という三段

階で示されており，生徒

が見通しをもち，主体的

に学ぶことができるよ

うに配慮されている。 

・本誌では毛筆の学習

を，別冊の「書写ブッ

ク」では硬筆の学習を

重点的に行い，硬毛の

連携が図れるよう配

慮されている。 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名    社会（地理的分野）社会（地理的分野）社会（地理的分野）社会（地理的分野） ）    No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(１) 内容、程度、分量等 (２)題材の選択や構成等 

(３) 興味・関心への配慮

等 

(４)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(５) 各教科及び実生活

との関連についての工夫 

(６)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・３編で構成されてお

り、授業時数は、第１

編「世界と日本の姿」

は１３時間、第２編「

世界の様々な地域」は

３９時間、第３編「日

本の様々な地域」は５

７時間の配当となって

いる。 

・基礎的・基本的な内

容で構成されており、

文章表現の程度も平易

である。 

・１時間の授業ごとに

学習課題と学習課題の

解決が提示されチェッ

クできるように工夫さ

れている。 

・単元の始めには小学

校での学習の振り返り

をするための用語、マ

ークを掲載している。

（ｐ６）また、対話的

な学習を実践するため

「みんなでチャレンジ

」を設定し、「見方・

考え方」で単元全体を

しっかりと捉えさせて

いる。（ｐ１３） 

・世界の諸地域では、

各地域の導入部分にイ

ラスト入りの大判地図

が掲載されており、生

徒が地域の様子を具体

的にとらえられるよう

工夫がされている。 

・「探究課題を解決」

コーナーでは、キャラ

クターが会話をする形

式で設定されており、

理解しやすい。 

・竹島については「韓

国が不法に占拠」と記

述されている。（ｐ２

６） 

・中国・四国地方では

高速道路開通後の人の

移動を「浜田駅から広

島駅、松江駅までの所

要時間」等で考えてい

くようになっている。

（ｐ２００） 

・町おこし・村おこし

では、Ｒｕｂｙが紹介

され松江市のソフトウ

エア開発について掲載

されている。（ｐ２０

５） 

・歴史や公民の関連ペ

ージには「分野関連マ

ーク」が、他教科と特

に関連の強い内容には

「教科関連マーク」が

設けられている。 

・「Ｄマークコンテン

ツ」を用意し、二次元

コードからさまざまな

地図や時差の求め方、

練習問題等に生徒自ら

がアクセスできるよう

工夫がされている。 

・ＱＲコードやＤマ

ークコンテンツを

使って関連するペ

ージの紙面を直接

見ることができ、横

断的な学びができ

るような工夫が見

られる。 

・資料と本文と色分

けをして視覚的に

分かりやすくして

いる。 

・地域の正確な認識や

相互理解と多様性を

尊重し、課題について

様々な視点から考え

る力を育成できるよ

うに編纂されている。 

・ＳＤＧｓや情報化、

防災、伝統文化の尊重

などの内容を効果的

に取り上げ、現代的な

諸課題の解決に主体

的に取り組む態度を

育成しようとする工

夫が見られる。 

 

Ｇ

 

教

育

出

版

・授業時数は「世界と

日本の地域構成」に９

時間、「世界のさまざ

まな地域」に４３時間

、「日本のさまざまな

地域」に６３時間の配

当となっている。 

・基礎的・基本的内容

で構成されている。文

章表現の程度も平易で

ある。 

・授業１時間ごとの見

通し・振り返り、節や

章のまとまりごとにも

見通し・振り返りが設

定されており、学習内

容を定着できるように

工夫されている。 

・地理的な技能を身に

つけさせるために、「

地理の技」を８項目設

けている。 

（ｐ３１他） 

・タピオカやカレーな

ど身近な食品や、同世

代の生徒たちの食事風

景の写真を取り上げ、

生徒の関心を高めるよ

うに工夫されている。 

・学習コラム「地理の

窓」を設け興味・関心

を喚起するとともに、

学びを掘り下げて視点

を変え、視野を広げる

工夫がされている。 

（ｐ１９５） 

・竹島については、南

東を上にした地図を掲

載して、東アジアの中

での位置的な重要性を

意識できるように工夫

されている。（ｐ２５

） 

・島根県に関しては、

三江線の廃止や代替バ

スなどを紹介し、過疎

による地域の課題が取

り上げられている。（

ｐ１９４）また、石見

神楽、石見空港の状況

が掲載されている。 

(ｐ１８９,ｐ１９９） 

・小学校での学習内容

や他分野との関連事項

が右ページ下に記載さ

れ、３分野の学びを関

連させるようになって

いる。 

・日本地誌の学習では

各地方の最終ページに

「現代日本の課題を考

えよう」を設けて、生

徒たちが実生活との関

連について学べるよう

になっている。 

・現代社会の諸課題

について自ら考え、

判断し、内外の多様

な人々とつながり、

共働することので

きる生徒の育成を

目指して編纂され

ている。コード「学

びリンク」があり、

学習に役立つ情報

を、ウェブサイトで

見ることができる。

（ｐ９） 

・地域の伝統文化や

多文化共生に関す

る記述や内容が豊

富である。（ｐ２２

８、ｐ２７０） 

・現代社会の諸課題に

ついて自ら考え、判断

し、内外の多様な人々

とつながり、共働する

ことのできる生徒の

育成を目指して編纂

されている。 

・世界地誌の学習では

、導入ページで州ごと

の主題とともに、ＳＤ

Ｇｓの１７の目標と

関連する地球的課題

を取り上げ、責任ある

主権者としての意識

が身につくように構

成されている。 

 

    

                                                                                



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名    社会（社会（社会（社会（地理的分野）地理的分野）地理的分野）地理的分野） ）    No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(１) 内容、程度、分量等 (２)題材の選択や構成等 

(３) 興味・関心への配慮

等 

(４)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(５) 各教科及び実生活

との関連についての工夫 

(６)その他 

Ｊ

 

帝

国

書

院

・授業時数は「世界と

日本の地域構成」に１

０時間、「世界のさま

ざまな地域」に３９時

間、「日本のさまざま

な地域」他に５９時間

の配当となっている。 

・基礎的・基本的内容

で構成されている。本

文は比較的分量が多く

、詳しく丁寧である。 

・本文をより理解する

ために、わかりにくい

用語の解説を本文横に

配置するなど、本文の

補足説明などを設けて

ある。（ｐ２０） 

・節（章）の始めには

単元を貫く問いが明記

され、見通しをもって

課題追及することがで

きる。 

・各見開きには「学習

課題」、単元のまとめ

で「確認しよう」「説

明しよう」など振り返

り、更には節（章）の

振り返りもあり「問い

」を構造化している。 

（ｐ２、ｐ１３） 

・写真や図から地理的

な見方・考え方ができ

るよう説明文がある。 

（ｐ１４、ｐ２２９） 

・日本の各地方の冒頭

に地方を概観できるイ

ラスト地図がある。ま

た、小学校で習ったこ

とや祭り、食べ物など

があり親しみやすくな

っている。 

（ｐ１７１、ｐ１８７

） 

・竹島の写真と地図（

位置図）が掲載され、

隠岐の島町に属するこ

と、１９０５年に島根

県に編入したこと、韓

国が海洋警察隊を置い

て不法占拠しているこ

と、国際司法裁判所へ

の呼びかけに応じない

ことが記述されている

。 

（ｐ２１） 

・出雲大社、石見神楽

の写真、石見銀山、城

下町松江、津和野が高

速道路の開通による人

の移動の変化で取り上

げられている。 

（ｐ１９８、１９９） 

・小学校での学習内容

や他分野との関連事項

が左ページ下に青字で

記載されている。 

・コラム「未来に向け

て 共生」が９カ所設

置され、多様な価値観

や文化の共生をはかれ

るように配慮されてい

る。（ｐ１９３、２０

９、２４７） 

・二次元コードが５

３か所、１５３のコ

ンテンツがあり、学

習の理解を助ける

工夫がされている。 

（ｐ３他） 

・写真が色鮮やかで

非常に読み取りや

すくなっている。ま

た、図版が色で囲ま

れ、図版の範囲が読

み取りやすくなっ

ている。 

・異文化理解・国土理

解を深め、国際社会の

中で生き、各地にみら

れる諸課題の解決を

願う人材を育成する

ことをねらいに編集

されており、優れてい

る。 

・教科書の冒頭でも「

持続可能な開発目標」

（ＳＤＧｓ）の事例が

紹介され現代的な諸

課題と地理的事象の

関連について意識し

て学習が進められる

よう配慮されている。 

（巻頭１－２） 

 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・授業時数は、「日本

と世界の地域構成」は

１０時間、「世界の様

々な地域」は３４時間

、「日本の様々な地域

」は５８時間の配当と

なっている。 

・基礎的・基本的な内

容で構成されており、

文章表現の程度も平易

である。 

・内容ごとに、見方・ 

考え方を示した「学習 

課題」「確認」「深め 

よう」を設け、見通し 

と振り返りができ、学 

習内容を深めることが 

できるよう配慮されて 

いる。（ｐ５０、５１

） 

・地理の学習を進める

にあたって必要な技能

を、６つの種類に整理

し、系統立てて習得で

きるよう工夫されてい

る。 

・日本や世界のさまざ

まな地域の学習の導入

部には、それぞれの地

域の特徴的な写真が大

判で掲載されており、

生徒の興味・関心を引

き出す工夫がされてい

る。(ｐ４４・４５) 

 

・「アクティビティ」

や「チャレンジ地理」

では、自ら調べ、クラ

スで議論する活動や、

思考ツールが示されて

おり、単元全体で主体

的・対話的で深い学び

を行うのに適している

。（ｐ８１、ｐ７０・

７１） 

・竹島の位置を、拡大

図で示していたり、全

景写真を掲載したりし

ているところに工夫が

見られる。「出張竹島

展」の写真を掲載し、

竹島資料室についても

触れられている。(ｐ１

９) 

・中国・四国地方の導

入部では、出雲大社の

写真が掲載されている

。また、地域活性化の

取組として海士町の「

島留学」が取り上げら

れている。 

（ｐ１８８、１８９） 

・章の導入ページで小

学校社会科の学習内容

を示したり、歴史的分

野や公民的分野と関連

した教材が掲載された

りしている。 

・グラフの作り方では

、数学との関連が取り

上げられるなど、他教

科との関連ある教材が

掲載されている。 

（ｐ１３３） 

・「デジタルマーク

」の表示してあるペ

ージでは、巻頭の二

次元コードで関連

するサイトや動画

などで学習内容を

深められるよう配

慮がなされている。 

・各地域を「大観」

するページでは、地

勢図と主題図が併

記され、関連付けて

考えられるよう工

夫されている。 

・新しい時代を担う主

権者を育てるために、

社会的な見方・考え方

を働かせた学習や、主

体的・対話的で深い学

びができるように編

纂されている。 

・地球的課題や地域の 

課題などをコラムで

取り上げたり、日本の

諸地域をＳＤＧｓで

振り返ったりするな

ど、現代的な諸課題を

意識して学習を進め

られるよう配慮され

ている。 

 

 



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名    社会（歴史社会（歴史社会（歴史社会（歴史的的的的分野）分野）分野）分野） ）    No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態 

や課題への適合等 

(5)各教等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・各章の導入で、学習

を貫く「探究課題」が

設定されており、節ご

との「探究のステップ

」や項ごとの「学習課

題」を段階的にふまえ

ながら学習することで

課題解決に取り組める

よう工夫されている。

（ｐ１８－６１等） 

・各章ごとに色分けし

てあり、時代を意識し

やすいよう工夫してあ

る。（ｐ２０等） 

 

・各編の最後に、基礎

基本のまとめとは別に

対話的な活動を通して

学習してきた時代を大

観して、特色をつかむ

活動を行い、学習を深

めるページが取り入れ

られている。 

（ｐ６０－６１等） 

・見開き２ページが、

どの時代に関する記述

か、左下に明記してあ

る。（ｐ２０等） 

 

 

・各章初めの見開き２

ページに、その時代の

絵画や年表などが提示

してあり、年表には小

学校での既習用語も明

記してある。 

（ｐ１８等） 

・２０世紀初頭以降の

写真資料は、着色写真

が多く用いられており

、資料をより現実的に

視覚に訴えることがで

きるよう工夫されてい

る。 

（ｐ２２０－２２２等

） 

 

・巻頭、巻末において

、松江城天守、小泉八

雲の旧居が写真ととも

に紹介されている。 

（巻頭１、巻末２） 

・出雲の阿国、石見銀

山、竹島、森鷗外につ

いては、本文中に太字

で記述してある。竹島

については、特設ペー

ジで詳しく書かれてい

る。（ｐ１８０等） 

・同和問題について、

水平社運動のリーダー

にスポットを当てるな

ど、小学校教科書より

踏み込んだ資料を授業

で扱えるよう工夫され

ている。 

（ｐ２１８-２１９、 

ｐ２４０-２４１） 

 

・他教科とのつながり

について、マークと該

当する教科名を載せる

など工夫されている。

（p５１等） 

・各章末の「地域の歴

史を調べよう」では、

調べ学習の手立てを示

すだけではなく、「ポ

スターセッション」「

郷土新聞」「レポート

」「イラストマップ」

など様々な発表方法を

紹介し、総合的な学習

の時間にも活かせる内

容となっている。 

（ｐ５６等） 

・※のページは「火

山の噴火、地震や津

波、土砂くずれなど

によって起こった

災害の写真を扱っ

ているので、指導の

際には配慮をお願

いします」という工

夫が目次に示され

ている。（ｐ３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・章末の「まとめの活

動」では、Ｘチャート

やウェビングなど、章

ごとに異なる思考ツ

ールを用いて、時代を

大観して概念形成で

きるような工夫が見

られる。 

・島根県に関する資料

が多く掲載されてお

り、生徒に郷土への誇

りをもたせ、地域史と

通史の関わりをとら

えさせることができ

る。 

 

 

Ｇ

 

教

育

出

版

・各章ごとに色分けし

てあり、時代を意識し

やすいよう工夫してあ

る。（ｐ２０等） 

 

・見開き２ページがど

の時代に関する記述か

左ページ小タイトルの

上に明記してある。 

・見開きごとの小タイ

トルには、時代を端的

に現す諺、歴史的文書

の一部やキャッチコピ

ー的なものも混じって

いる。（「あつく三宝

を敬え」：p４０等） 

 

・各章２ページ目と３

ページ目の見開きに、

時代の様子がわかる絵

画などを提示し、キャ

ラクターが疑問を話し

ている。（p９７等） 

・「歴史の技」の欄で

資料活用の技能を身に

つけられるような工夫

が見られる。 

（p２３等） 

 

 

・「歴史を探ろう」の

ページで、歴史と現在

のつながりを考え、歴

史を学ぶ意義を知るこ

とができるような工夫

が見られる。 

（ｐ１４０等） 

・二次元コードから

様々なデータベー

スにアクセスでき、

資料や動画などを

閲覧できるように

なっている。 

・章ごとの「学習のま

とめと表現」は、すべ

て「時代の変化に注目

しよう！」となってお

り、時代ごとにまとめ

やすい。 



    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名    社会（歴史社会（歴史社会（歴史社会（歴史的的的的分野）分野）分野）分野） ）    No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態 

や課題への適合等 

(5)各教等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｊ

 

帝

国

書

院

・全体的にふりがなの

ふってある漢字が多く

、様々な生徒への配慮

がなされる等の工夫が

見られる。 

（ｐ１４９等） 

・各章ごとに色分けし

てあり、時代を意識し

やすいよう工夫してあ

る。（ｐ１４等） 

・各章のふり返りペー

ジは２ページで、その

前に発展学習が２ペー

ジある。 

（ｐ１４４―１４７等

） 

 

・章ごと、節ごとに学

習の見通し・振り返り

の流れが示され、特に

松江市や島根県の現場

で定着している「振り

返り」が強調されてお

り優れている。 

（ｐ１３３等） 

・ページ右端の略年表

を、ずらすことにより

巻末の世界の歴史の略

年表と比べることがで

きる。（ｐ１５等） 

・見開き２ページごと

に、「小学校・地理・

公民との関連」が左下

にあり、既習事項を想

起させる等、優れてい

る。（ｐ１７８等） 

 

・「タイムトラベル」

でその時代の日本を概

観したり、小学校での

学習を思い出したりす

るように工夫されてい

る。（ｐ２４等） 

・世界史とのつながり

が深い学習では、見開

き２ページにわたる地

図が掲載され、世界各

地の様子や日本とのつ

ながりがわかるイラス

トが描かれ、生徒の興

味や関心が高まるよう

工夫されている。 

（ｐ９８－９９、ｐ１

５６－１５７） 

 

 

 

・出雲の阿国、石見銀

山、雷電、竹島、小泉

八雲について、県名入

りで記述されている。 

（ｐ１１０等） 

・竹島については「歴

史を探ろう」の中で，

北方領土同様に詳しく

扱われている。 

（ｐ２６７） 

・「多面的・多角的に

考えてみよう」では、

本文にない歴史事象を

提示して、多様な視点

から時代を振り返る発

展学習ができるよう工

夫されている。 

（ｐ１４４－１４５等

） 

・ラフカディオ･ハーン

が世界に発信した、日

本の出来事を紹介して

いる。（ｐ２０５） 

 

 

・コラム「未来に向け

て」が４３テーマ用意

されており、環境、交

流人権、平和について

、社会との関連を意識

できる。（ｐ５１等） 

・加納莞蕾を取り上げ

旧日本兵の解放を通じ

て日本とフィリピンの

友好について考えさせ

るコラムがあり、「島

根の道徳」による発展

的な学習を進める上で

優れている。 

（ｐ２５８） 

・「人権」のコラムで

「全国水平社の結成」

「在日韓国･朝鮮人」、

「日本における先住民

族（アイヌ）」を扱う

など、公民的分野の基

本的人権にも関わる内

容が広く押さえられ優

れている。（ｐ２２３

ｐ２６５、ｐ２８１） 

・巻末の年表中に日

本以外の世界遺産

が写真で紹介され

ている。 

（折込１等） 

・「解説」では、「

社会主義と共産主

義」の違いや、「保

守的と革新的」の違

いなど、授業者が説

明に腐心する内容

をわかりやすく説

明されている。 

（ｐ２１３、ｐ２６

０等） 

・「タイムトラベル」

では、政治史だけでな

く、民衆史の視点から

見つめることができ

るとともに、それぞれ

の時代の様子や特徴

を把握しやすいよう

に工夫されており、優

れている。 

・章ごとの振り返りで

は、毎回、「時代や年

代」、「推移」、「比

較」、「相互の関連」

という４つの歴史的

な見方・考え方から１

つに注目して考える

ようになっており、多

様な意見が出るよう

な工夫が見られ、優れ

ている。 

Ｍ

 

山

川

出

版

社

・他の教科書に比べ、

文字が小さく、常体の

文章なので、記述内容

が多く詳しい。 

・見開き２ページが１

つのまとまりとして構

成されている。 

・「○世紀の世界」で、

その世紀の世界を概観

することができる。 

（p４８等） 

 

・竹島に関する記述が

文章に記されている。 

（ｐ２６７） 

・同社の高校日本史教

科書にスムーズに移行

できる構成である。 

・二次元コードから

様々なサイトにア

クセスでき、デジタ

ル資料や動画、写真

などを見ることが

できる。 

・記述内容が多いだけ

に、因果関係などがわ

かりやすく説明され

ている。 

（p１４０等） 

・章末のまとめは、ワ

ークシート形式にな

っており、直接書き込

めるようになってい

る。（ｐ１００－１０

１等） 



    

選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名    社会（歴史社会（歴史社会（歴史社会（歴史的的的的分野）分野）分野）分野） ）     No.3 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態 

や課題への適合等 

(5)各教等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・時代ごとの様子がう

かがえる資料が多数使

用されているため、ペ

ージ数が多くなってい

る。（ｐ３１７） 

 

・各授業では、毎時間

学習課題が設定され、

課題の解決に向けて手

がかりとなる見方、考

え方の例が示されてい

る。（ｐ４４等） 

・「チャレンジ歴史」

では、資料をもとに、

考えたり対話したりし

て、歴史の面白さを体

験できる特設ページが

設けられている。 

（ｐ３４－３５等） 

・編ごとの導入に、そ

の時代を表す絵画資料

や写真が大きく用いら

れており、生徒の興味

・関心を引く工夫がな

されている。 

（ｐ１４－ｐ１５等） 

・編ごとの導入に、世

界地図が写真やイラス

トとともに載せてあり

、世界史との関連が興

味深く勉強できるよう

に工夫されている。 

（ｐ１６－ｐ１７等） 

・「領土の確定と隣接

地域」の本文、年表、

地図で竹島の島根県編

入について触れられ、

「歴史を掘り下げる」

のコーナーで「冷戦終

結後の近隣諸国との関

係」で歴史的経緯と現

在の状況について記述

されている。（ｐ１９

２－１９３、ｐ２９２

－２９３） 

・古代から現代まで、

各時代の女性の姿を紹

介する「女性史コラム

」が設けられている。

（p５６等） 

・コラム「先人に学ぶ

」では生活の向上や文

化の発展、平和などに

取り組んだ先人を紹介

し、道徳科等との関連

を図ることができるよ

う工夫されている。 

（ｐ２４７） 

 

・原始～古代におい

ては、その時代の特

徴をとらえた想像

図が多用されてい

る。（ｐ２９等） 

・巻末の年表に、日

本の世界遺産が写

真、地図とともに紹

介されている。 

・「歴史的な見方・考

え方」について詳しく

説明され、各授業で扱

う「見方・考え方」に

ついて視点が示され

ている。 

（ｐ１２－１３、ｐ２

６等） 

Ｒ

 

育

鵬

社

・見開き２ページで1時

間の授業を行うものと

し、全８６タイトルの

通し番号が振られてお

り、年間指導計画を立

てやすくしてある。(ｐ

２４－２５等) 

・右ページ下に生徒の

学習活動の核となる質

問が用意されている。 

（ｐ２５等） 

・江戸時代の身分制度

について百姓の生活レ

ベルの高さや身分が流

動する例も挙げるなど

近年の身分制研究の方

向性に沿った内容とな

っている。 

（ｐ１２７） 

・国家間の関係を文字

だけではなく、地図を

重ねるなど、資料が見

やすい構成となってい

る。 

（ｐ１６８、ｐ２４１

） 

・「歴史ズームイン」

では日本人の宗教観や

日本人固有の精神につ

いて肯定的にとらえよ

うと試みている。 

（ｐ４４） 

 

・「歴史ズームイン」

では竹島が島根県に組

み込まれた歴史につい

て、江戸時代の古地図

も使用しながら我が国･

我が県の立場を論理的

に示している。 

（ｐ２６７） 

・各章のまとめにある

「私の歴史博物館をデ

ザインしてみよう」で

は写真資料を配置した

枠に直接記述できるよ

う、従来ノートで行う

まとめ学習を多くの生

徒が教科書内で出来る

よう工夫されている。 

（ｐ２８７等） 

・「なでしこ日本史

」では歴史上活躍し

た女性を多く取り

上げ、その生き方が

紹介されている。 

（ｐ６８等） 

・中世における「け

がれの概念」を学習

するための資料の

追加が望まれる。 

・日本人の精神の源と

なったものとは何か

を問い、その良さに気

づかせたいという想

いが全編にわたって

著されている。 

（ｐ５５月光菩薩像

の解説、ｐ１４３二宮

尊徳他） 

 

 

 

 

    

    



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 社会（公民的分野）社会（公民的分野）社会（公民的分野）社会（公民的分野））    No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・見開き２ページ１単

位時間を原則として構

成されている。図表、

写真等多くの資料が掲

載され、複数の資料を

通して社会事象につい

て考えられるように工

夫されている。 

・巻末資料等を除いた

総ページ数は２１３ペ

ージで、標準授業時間

時数１００時間のうち

、５単位時間の予備時

間が設けてある。 

・見開きの最初のペー

ジに「学習課題」を示

し、見通しをもって学

習できるようにしてい

る。最後には「チェッ

ク」「トライ」で学習

課題に対しての振り返

りができるような構成

になっている。 

・各節の最初に、単元

を貫く問いにあたる「

探究のステップ」を示

し見通しをもって学習

できるようにしてある

。 

・各章の初めには小学

校で学習した写真や用

語を掲載して、小学校

の学習を振り返る場面

を設けることで、興味･

関心を高め、系統的な

学習ができるように工

夫されている。 

・漫画やイラストが豊

富に掲載され、またＩ

ＣＴ機器を活用できる

「Ｄマークコンテンツ

」が準備されており、

興味・関心を持たせる

工夫がされている。 

 

・「領土をめぐる問題

の現状」で竹島問題の

経緯と取り組みについ

て示され、島根県が「

竹島の日」を定めて返

還を求める運動を続け

ていることが述べられ

ている。添付資料とし

て、竹島写真、国際司

法裁判所写真、竹島周

辺地図、李承晩ライン

新聞記事が掲載されて

いる。 

 

・他教科と関連のある

ページには「他教科関

連マーク」が表示して

あり、インターネット

を使ってその関連の教

科書を参照できるよう

に工夫がされている。 

・持続可能な社会にむ

けて今日的課題を学習

するために適した構成

となっている。 

・巻末に「参考法令

集」「用語解説」を

掲載し、重要法令や

重要語句を確認で

きるように工夫さ

れている。 

・特設ページとして

「もっと公民」「１

８歳へのステップ」

が設けてあり、学習

を深めたり、違う視

点で捉えたりでき

るよう工夫がされ

ている。 

・教科書全体を「環境･

エネルギー」「人権･平

和」「伝統･文化」「防

災･安全」「情報･技術」

の５つのテーマを設け、

現代の諸課題を意識し

て学習できるように工

夫されている点が優れ

ている。 

・最初に課題を示し、見

通しをもって学習を進

め、見方・考え方を使っ

た思考力・判断力・表現

力の育成を促すよう工

夫された構成になって

いる点が優れている。 

Ｇ

 

教

育

出

版

・図表、写真等の資料

が多く、解説が側注さ

れているなど、生徒が

学びやすいつくりにな

っている。 

・見開きページごとの

「ＬＯＯＫ」に学習の

ヒントとなる事柄が示

されている。 

・授業１時間ごとだけ

でなく単元ごとにも見

通しと振り返りの設定

がしてあり学習内容が

定着できるようになっ

ている。 

 

・身近な地域や伝統文

化、ＳＤＧs・領土問題

など責任ある主権者と

して社会に関わってい

こうとする意識が身に

つくような教材が設定

されている。 

・各章の構成が「学習

のはじめに」で学習の

テーマや見方・考え方

を示し「学習のまとめ

と表現」で振り返る構

成となっている。 

 

 

・特設ページの「言葉

で伝え合おう」や「読

んで深く考えよう」で

は多様な表現活動に取

り組みながら思考力・

判断力を高める工夫が

されている。 

・「公民の技」では個

々での取組はもちろん

グループ活動でも資料

を通して考察できるよ

うな内容となっている

。 

 

・竹島問題については

「日本固有の領土」と

本文中に記載され、写

真の解説には「不法に

占拠されている」こと

が記述されている。 

・浜田市の移動式投票

所や海士町の島留学、

大田市の中村ブレイス

など地域の特色ある活

動や活躍する企業が取

りあげられている。 

・見開きページごとに

ＳＤＧsの１７の目標

に関連するキーワード

を示し、終章で地球規

模の課題について考察

させることで社会参画

を促している。 

・コラム「公民の窓」

では知識・技能ととも

にさまざまな「見方・

考え方」を身につける

よう工夫されている。 

・各章の扉ページに

は「まなびリンク」

が設定されており、

ウェブサイトから

学習に役立つさま

ざまな情報が得ら

れるようになって

いる。 

・図やグラフにはカ

ラーユニバーサル

デザイン、文章には

ユニバーサルデザ

インフォントが使

用されている。 

 

・１時間の授業展開の中

で思考･判断・表現する

場面が設定してあり、学

習の流れが分かりやす

い構成になっている。 

・巻頭では公民で意識し

たい学び方が示され、メ

ディア情報の活用や表

現活動による学習など

が示されている。また、

クリティカルシンキン

グについても考えさせ

ている。 

                                                                                    

    



                                                            選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                                    （種目名種目名種目名種目名 社会（公民的分野）社会（公民的分野）社会（公民的分野）社会（公民的分野））   No.２ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生

活の関連についての工夫 

(6)その他 

Ｊ

 

帝

国

書

院

・図表、写真等の資料

が豊富で、本文は具体

的な例示や社会的事象

の背景などが示してあ

り、読みやすい内容に

なっている。 

・１単位時間の学習内

容が見開き２ページ収

められている。標準授

業時数１００時間のう

ち９７時間の設定にな

っており、予備時間が

３時間設けられている

。 

・単元ごとに「章の問

い」「節の問い」や章

末の「章の学習を振り

返ろう」など問いが構

造化されており、課題

解決的な学習ができる

構成になっている。 

・特設ページ「アクテ

ィブ公民」では実社会

で起きうる問題に対し

てさまざまな立場から

考察することを通して

「深い学び」につなげ

られるように工夫され

ている。 

・部や章の導入部分に

学習内容が見通せるよ

うにイラストを用いた

「学習の前に」を設け

、学習内容と実際の生

活を関連づけることで

興味・関心をもって学

習に入ることができる

よう工夫されている。 

・多くの二次元コード

が配置してあり、学習

内容に関する動画や「

章の学習を振り返ろう

」の解答を見ることが

でき、興味･関心を持っ

て学習できるよう工夫

がされている。 

・竹島問題について地

図で場所が示してある

。また本文に「日本固

有の領土」「不法に占

拠」等と記述されてお

り、国家間の問題とし

てきちんと取り上げら

れている。 

・地理的分野・歴史的

分野の学習を踏まえた

上で社会科学習のまと

めとして深い学びにつ

ながる「学習を振り返

ろう」が設定されてい

る。 

・「よりよい社会を目

指して」では実社会で

の取組や防災・減災を

通じた社会参画につい

て取り上げ、生徒へ主

体的に社会に参画する

意識を持たせる工夫が

なされている。 

・「先輩たちの選択」

では、様々な形で社会

の中で貢献している人

の姿を紹介しており、 

キャリア教育の視点も

含まれている。 

・コラム「未来に向

けて」ではＳＤＧs 

に関する項目には

ＳＤＧsマークが付

けられている。 

・本文や図版では文

字がはっきりと読

み取れるようにユ

ニバーサルデザイ

ンフォントが使用

され、誤読がないよ

うに配慮されてい

る。 

・巻末に「参考法令

集」を掲載し、重要

法令を補完してい

る。 

・見方・考え方を使った

思考力・判断力・表現力

の育成という学習指導

要領の主旨に適したも

のであり、地理的・歴史

的分野、他教科、ＳＤＧ

sなどとの関連性も明示

され教科横断的な指導

がしやすい。 

・実社会に興味を持たせ

るイラストや写真、統計

資料などを用いて社会

参画への意識を高める

内容となっており、さら

に深い学びにつながる

「問い」が充実している

点が優れている。 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・図表、写真等の資料

が多く、多くの資料を

通して考え、学習を進

めていけるように工夫

されている。 

・章末に学習内容を整

理するページが設けら

れ、重要語句の定着を

助けるよう工夫されて

いる。 

 

・単元ごとに「見方・

考え方」「深めよう」

などの学習課題解決の

ためのヒントや学習課

題の理解を深めるため

の問いが示してあり、

常に学習課題を意識し

て取り組めるようにな

っている。 

・情報スキルや思考ツ

ールを利用した整理の

仕方が身に着けられる

よう配慮されている。 

・各編の最初にマンガ

を用いて学習内容を紹

介することで、生徒の

興味や関心を高めるよ

う工夫している。 

・「チャレンジ公民」

や「明日に向かって」

で身近な話題を取り上

げることで、学習への

関心を高め、社会参画

を促す工夫がなされて

いる。 

・「明日に向かって」

では社会に参画する手

がかりが示してあり、

社会の一員として自分

に在り方に考えること

ができるように工夫が

されている。 

・竹島問題について、

「公民＋α」で特設コ

ーナーが設けられてお

り、「竹島資料室」の

写真の掲載や本文中に

は韓国に「不法に占拠

」されているとの記述

がある。 

 

・特設コーナー「アク

ティビティ」ではさま

ざまな資料を通して「

見方・考え方」などを

用いて学習内容を深め

られるように工夫され

ている。 

・終章では、社会科学

習のまとめとして、「

持続可能な社会」をめ

ざすための課題解決に

ついて、具体的な方法

や例を示し、社会への

参画を促している。 

・二次元コードによ

ってデジタル教材

が利用でき、さまざ

まな情報や資料を

見ることができる。 

・実際の点字を載せ

るなど具体物を通

して理解できるよ

う工夫されている。 

・各編（章）や各単元で

「見方･考え方」が示さ

れており、課題解決の手

がかりとなるよう配慮

されている。 

・多くの写真や統計資料

、グラフなどが掲載され

ており、社会的事象を多

角的にとらえられるよ

うに工夫されている。 
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記

号
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課題への適合等 

(5)各教科等及び実生

活の関連についての工夫 

(6)その他 

Ｑ

 

自

由

社

・見開き２ページ１単

位時間を原則として構

成されており、その中

に写真や資料が大きく

掲載されている。また

、重要用語や新出用語

などの解説が詳しく書

いてある。 

・巻末の法令集を除い

た総ページ数は２２４

ページで、７２単元で

構成されている。 

・見開きページには学

習のきっかけや追求の

中心となる資料や学習

課題が提示され、学習

後には「ここがポイン

ト」として内容のまと

めが示されている。 

・章末の「学習のまと

めと発展」では重要語

句の確認や表現力の向

上につながるまとめが

できるよう工夫されて

いる。 

・「ミニ知識」や「も

っと知りたい」を設け

て単元の内容を深めた

り、さらに探究したり

することができるよう

な工夫がされている。 

・学習内容に関連した

歴史上の人物や写真が

多く掲載されており、

生徒の興味・関心を持

たせるよう工夫がされ

ている。 

・竹島問題について、

本文中だけでなく１ペ

ージ以上にもわたる特

設ページを設け、竹島

問題の経緯と国の取り

組みが掲載されている

。 

・参議院議員選挙の島

根と鳥取の合区、特定

枠について取り上げて

いる。 

 

・終章では卒業論文や

ディベートについて記

載があり実践例を通し

て取り組めるように工

夫がされている。 

・「もっと知りたい」

では、現代社会の課題

となる事象を多く取り

上げ、学習内容と生活

を関連づける工夫がさ

れている。 

・巻頭やコラム「も

っと知りたい」では

日本の技術や伝統

・文化や現代の課題

について紹介し、日

本についてさまざ

まな見方ができる

ようにしている。 

・巻末の法令集で４

１もの法令を掲載

し、本文の内容に関

連するものを多く

取り上げている。 

・多くのページを割いて

日本の技術や伝統文化、

また歴史で学習した人

物を取り上げ、歴史的な

積み重ねの上で現在の

社会が成り立っている

ことを学習できるよう

な内容となっている。 

・章末のまとめや「アク

ティブに深めよう」では

、４００～６００字で課

題についてまとめられ

る発展的な学習が設定

されている。 

 

Ｒ

 

育

鵬

社

・「スキルアップ」で

は公民の基礎的な技能

が身に付けられるよう

にさまざまなシンキン

グツールが示されてい

る。 

・図表や写真等の資料

や学習内容に関連した

条文や法令、条約など

を多く掲載し、生徒の

理解につながるように

配慮されている。 

・章の最初にある「入

り口」で、その章で学

んでいく内容を貫く課

題に取り組み、章末の

「これから」ではその

章で学んできた内容を

生かして振り返りがで

きるような構成にして

ある。 

・毎時間の学習では見

開きのページのはじめ

に「学習課題」を示し

、終わりに学習内容が

理解できているか確認

したり、学習内容を深

めたりできるように問

いが設定されている。 

・「学習を深めよう」

では本文で学習したこ

とをより詳しく説明し

たり、関連する情報を

紹介したりすることで

生徒の興味・関心が引

き出すような工夫がさ

れている。 

・「やってみよう」で

は、個人やグループで

の作業や活動を通して

学習を深めていけるよ

う工夫がされている。 

・竹島について特設の

コーナーを設け、韓国

と日本の主張を載せる

ことで、日本の正当性

をより強く主張した内

容となっている。 

・全国の主な祭りで出

雲大社の神在祭が紹介

されている。 

 

・「やってみよう」で

は「お小遣いの使いみ

ちを考えよう」や「い

つ旅行に行くか考えよ

う」など実生活に関連

する事柄から学習でき

るように工夫がされて

いる。 

・巻頭、巻末で持続可

能な開発目標（ＳＤＧs

）について大きく取り

上げ、「ＳＤＧsの五つ

のＰ」というキーワー

ドを提示し、持続可能

な社会への取組の重要

性について意識付けが

なされている。 

・「社会科のまとめ

」としてこれからど

のような社会にし

たらよいか、手順を

おってレポートを

作成できるよう示

している。 

・「日本の伝統文化

」という特設ページ

で多くの写真を用

いて信仰、芸道など

の伝統文化をまと

めて紹介している。 

・地理や歴史との関連と

現在から自分の過去・現

在・未来を考えさせ、公

民学習と自分との関係

について意識できるよ

うに示されている。 

・「学習を深めよう」の

特設コーナーでは社会

の課題に関する多くの

資料を掲載し、社会的事

象を多角的に探求でき

るように工夫されてい

る。 

 

 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                （種目名種目名種目名種目名 地図地図地図地図）                No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の 

   実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・不要な立体感をなく

したフラットデザイン

や，UDフォントと落ち

着いた彩色を採用して

いる。 

・全体を通して資料や

写真が大きく掲載して

あり，読み取りやすい

よう工夫されている。 

・縦見開きで地球儀を

３分割した地図があり

，大陸部分を中心に世

界の位置関係をとらえ

やすいよう工夫されて

いる。（ｐ.29,61,67） 

 

・各地域のページは、

「一般地図」，「基本

資料」，「テーマ資料

」の順で配列され，学

習に利用しやすいよう

に工夫されている。 

・「ジャンプ」マーク

により，関連する資料

とページが示されてお

り，資料を他のページ

の資料と関連付けて考

えられるよう工夫され

ている。 

 

・一般地図のタイトル

枠の下部の「各地域で

注目したい記号」や，

資料のページのキャラ

クターの吹き出しで学

習への関心をもたせ，

課題に取り組みやすく

させる工夫がある。 

・各地域の資料の最初

に海底の地形を含めた

鳥瞰図を示し，興味や

関心を高めるよう工夫

されている。 

・中国地方の地図に竹

島の拡大図が掲載され

，日本周辺の地図では

竹島の航空写真ととも

に日本固有の領土であ

ることや領土問題に関

する記述がある。 

（ｐ97,190） 

・中国地方の地図に，

世界遺産である石見銀

山などの遺跡や隠岐の

ジオパークが掲載され

ている。国宝の松江城

や資料ページの山陰自

動車道の開通状況の掲

載について配慮がほし

い。 

（ｐ97,98,103,104） 

 

・巻頭の特集でSDGｓを

取り上げ，現代社会の

諸課題を的確に捉え，

その解決に主体的に取

り組む態度を育てるよ

う工夫されている。 

（ｐ.7-14） 

・各地域のページの前

に世界全体のページが

設けられ，豊富な資料

により世界における各

地域の特色や地域間の

結びつきが捉えやすい

よう工夫されている。

（ｐ.15-28） 

 

・「Ｄマーク」の 

示す箇所では，巻 

頭の二次元コード

からアクセスする

と様々な関連情報

を閲覧できる。 

・「テーマ資料」 

の後に歴史的及び 

公民的分野でも活

用できる資料が豊

富に掲載されてい

る。（ｐ.39,40,66,

95,96,131,132） 

・地形図に加え，３分 
野全てに関連する写真

や資料が豊富に掲載さ

れ、３年間の社会科学習

全体で活用できるよう

工夫されている。 
・現代社会の課題であ

るSDGｓを大きく取り 

上げ，その解決につい 

て主体的に考えること

ができる構成になって

いる。  

Ｊ

 

帝

国

書

院

 

・Ａ４判に大判化され

た紙面で情報が読み取

りやすく，特に地域の

特色や地域間の結びつ

きが捉えやすいよう工

夫されている。 

・UDフォントや縁取り

文字を使用し，濃淡が

はっきりした彩色を採

用している。 

・地図帳の基本的な見

方や使い方が解説され

た「地図の使い方」が

巻頭で掲載され，小学

校で身につけた技能が

生かせるよう配慮され

ている。（ｐ5-8） 

 

・世界の地域の学習で

は，地図中に同緯度同

縮尺の日本が，資料に

は「日本との結びつき

」が示され，日本を意

識した学習を行うのに

適した構成になってい

る。 

・各地域の同一ページ

内の資料図が同縮尺で

示され，それぞれの資

料を比較したり関連付

けたりしながら考察で

きるよう配慮されてい

る。 

・土地利用の凡例が各

ページに掲載されてお

り，生徒が読み取りや

すいよう配慮されてい

る。 

・世界の６州全てにイ

ラスト入りの鳥瞰図が

掲載され，立体的に地

域の特色や人々の生活

などを捉え，生徒が興

味をもって学習できる

構成になっている。 

・随所に「地図活用」

と題された問いが設け

られ，生徒が興味をも

って学習に取り組む工

夫がされている。 

 

・中国地方の地図で，

竹島の標高色別の拡大

図が掲載されている。

日本列島の折り込み判

地図では，韓国との国

境が示され，竹島が日

本固有の領土であるこ

とが読み取りやすい。

同ページに竹島の航空

写真が掲載され，領土

問題に関する記述があ

る。（ｐ.80-82,89） 

・中国地方の地図のペ

ージ内に隠岐諸島が別

枠に囲まれることなく

掲載され，位置や距離

が掴みやすい。 

（ｐ90） 

 

 

・世界の全ての地域の

資料の中で，「日本と

の結びつき」を取り上

げ，各地域と日本との

関係を追究しやすいよ

う工夫されている。 

・日本の全ての地域の

資料の中で，「環境」

「防災」の取組が掲載

され，それぞれの地域

に応じた防災の視点に

より，防災についての

意識や関心が高まるよ

う工夫されている。 

・ページタイトル 

横の二次元コード

から，学習を支援 

する豊富なデジタ

ルコンテンツを利

用することができ

る。 

・地図を通して生 

徒が主体的に学び 

，社会的な見方や 

考え方を働かせる

ことができる「地 

図活用」の問いが 

多数設けてあり， 

資料活用能力が高

まるよう工夫され

ている。 

・大判化による紙面を 

生かし，地図ページの 

表示が大きく，地域の

特色や地域間の結びつ

きがより捉えやすいよ

うな工夫が見られる点

が優れている。 
・「地図活用」の問いを

設定したり，二次元コー

ドによる豊富な資料を

閲覧できるようにした

りすることで，授業で

も家庭学習でも主体的

に地図を活用し，思考

力・判断力・表現力が

育成できるよう工夫さ

れている。 
 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 数学数学数学数学    ）           No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・「例」ごとに「問」

も設定されており、問

題量も適当である。ま

た、「例」と似た問題

には印がついていて一

目でわかりやすく、問

題を追加する場合には

巻末に「補充の問題」

があるなどいろいろな

ニーズに対応できるよ

うな配慮がされている

点が優れている。 

・小学校の学習内容か

らのつながりがあり、

既習事項を振り返りな

がら学習できる工夫が

されている。（１年ｐ.

３２，６０，１２０) 

・１つの題材を導入に

使い、同じ題材を発展

問題でも使う工夫がさ

れている。(１年p.９，

１８，３９，５２) 

・教科書に書き込みが

しやすいような工夫や

余白、問いに対する補

助発問があり、優れて

いる。(１年ｐ.８１，

９２，１５５，３年ｐ.

４３) 

・教科書に登場する２

人の生徒の会話が効果

的で、理解を高めるた

めの補助として優れて

いる。(１年ｐ.７７，

２０９) 

・各章の導入や利用の

場面では、生徒が興味

を持ちやすいような実

生活の内容が数多く扱

われている。（２年ｐ

．５９，３年ｐ．１２

７） 

・３年「円」の導入で

は、写真を撮った位置

を考える問題を扱い、

付録教材を利用して実

験ができるようにして

あり、学習意欲が高ま

る工夫がされている。(

３年ｐ．１６６) 

・島根県の県章や建築

物などが登場し、島根

の生徒にとってなじみ

がある内容が多い。(１

年ｐ.１８５，１８８) 

・誤答を示し、間違え

た理由を考えさせる問

題があり、自分の考え

を記述したり、問題を

解くうえで整理したり

することについて優れ

ている。(１年ｐ.２４

，３年ｐ．２０) 

・証明の意義を多角形

の内角と外角で学ぶよ

うに工夫されている。

（２年ｐ．９９） 

・社会科の時差、美術

科のデザイン、スポー

ツなど、他教科と関連

付けた題材を用いたり

、専用のマークを表示

したりする工夫がされ

ている。(１年ｐ.６０,

１５４,１８２) 

・「章の問題Ｂ」では

、学習内容を利用して

考えられる身近な問題

を数多く取り入れる工

夫がされている。 

・中１等式の性質で

、４つの性質すべて

を簡潔に図で表し

ていたり、両辺を入

れかえても成り立

つことを扱ったり

していて、理解を言

葉だけでなくイメ

ージ化させようと

する工夫がされて

いる。 

(１年ｐ.９４) 

・めあての提示がし

やすく、「方法知」

としての振り返り

がしやすい。 

・各単元に説明を促

す場面があり、表現

力を伸ばすことに

とても優れている。 

 

 

・各章の導入で扱う内

容がその章の応用問

題にまでつながりが

ある。(１年ｐ.６１－

８２) 

・基本問題から活用問

題まで量的に、難易度

的に、内容的にも程よ

い。(章の問題Ｂが２

ページの分量) 

・色使い、レイアウト

など見やすい教科書

である。 

・資質・能力を身につ

けるための教材と展

開が載せられていて、

大変優れている。 

Ｂ

 

大

日

本

図

書

・学習の初めに「めあ

て」と表記し、このペ

ージで身につける力が

生徒にわかるように書

いてある。(１年ｐ.８

６など) 

・全体を通して、内容

、程度、分量ともに適

切である。 

・「活用・探究」が生

徒の会話方式に設定さ

れていて、授業で対話

的で深い学びになるよ

うにしてある。(１年ｐ

.９８,１２３) 

・見開き２ページを小

節として構成されてお

り、「活動」や「考え

よう」を中心に「めあ

て」を意識した学習が

取り組めるようにして

ある。 

・より深く学びたい生

徒に対して、興味深い

内容を提供している。

（２年ｐ．３８） 

・実在する人たちのや

り取りから単元に入る

導入を扱っている。（

３年ｐ．７８） 

・自動車の燃費を扱う

問題は、自動車所有率

の高い島根県にとって

、この問題を家族で話

題にすることができる

。(１年ｐ.２５６) 

・証明の意義を多角形

の内角と外角で学ぶよ

うにしてある。（２年

ｐ．１０９） 

・各単元の導入場面に

おいて、身のまわりの

問題解決事象が提示し

てある。（２年ｐ．６

６） 

・他教科との関連があ

る内容については、専

用のマークを表示して

いる。（３年ｐ．１８

７） 

・各章の最後にある

「発見！ 仕事の

なかの数学」は、キ

ャリア教育とのつ

ながりがあるよう

に扱っている。(１

年ｐ．６５,１６３,

２００,２６３) 

・各単元に説明を促

す場面があり、表現

力を伸ばすことが

できる。（２年ｐ．

１２８） 

・計算問題の途中式に

解説や考え方を丁寧

に書いてあり、つまず

きを抑える工夫があ

る。(１年ｐ．４９,１

０６,１０７,１０８) 

・単元の並びが系統だ

っているため思考が

しやすく、資質・能力

を育むために適切で

ある。 

 

 

 

 

 

 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 数学数学数学数学 ）           No.２ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｅ

 

学

校

図

書

・正負の計算では「計

算力を高めよう」とい

うページがあり、基礎

力を高める内容を扱っ

ている。(１年ｐ３５,

５３,８８,１１１) 

・巻末にはこれまでの

学年の復習問題や、そ

の学年の復習問題（そ

の中でも特に基本とな

る問題はマークあり）

、総合問題など、問題

演習量が充実している

。 

・上の学年の数学の内

容が紹介されていて、

知的好奇心をくすぐる

表現がある。(１年ｐ７

７,８７) 

・小節ごとに、問題解

決のためにどんなこと

を学び、どんなことが

わかったかまとめるた

めの参考となるまとめ

が記載されている。 

・導入で、付録のカー

ドゲームや窓の開き具

合を扱い、実際に操作

して考えさせる工夫が

されている。(１年ｐ２

１,１３０) 

・「Tea Break」では、

生徒が興味・関心を抱

くようなトピックがい

ろいろと紹介されてい

る。 

・いろいろな形の水槽

に水を入れる問題を扱

い、考え方を広げてい

る。（１年ｐ１２８-１

２９) 

・章の初めに振り返り

のページがあったり、

章末問題が基本→応用

→活用→深めようとあ

ったりして、家庭学習

が効率的にできるよう

にしている。(１年ｐ１

２７,１６０-１６４) 

・章末には、「役立つ

数学」の記載があり、

学習した内容が実生活

のどういった場面で活

かされているのかがわ

かるようにしている。 

・章のまとめの問題「

活用」では、扱った問

題に関連する職業・仕

事が紹介されており、

数学と将来の職業がつ

ながっていることを意

識させている。(３年ｐ

４１,７１,１３１,２

２４,２４０) 

 

 

・表計算ソフトの基

本的な使い方の説

明やよさを扱って

いる。(１年ｐ２５

９-２６０) 

・巻頭に教科書に使

われる単位がまと

められ、国際的な表

し方を意識できる

ようにしてある。 

・これまでの学習内容

(過去)を振り返るだ

けでなく、学習した内

容(現在)がどのよう

に広がっていくのか(

未来)がわかるように

している。(１年ｐ１

２１,２６４) 

・単元の並びが系統だ

っているため思考が

しやすく、資質・能力

を育むことができる。 

Ｇ

 

教

育

出

版

・全体を通して、内容

、程度、分量ともに適

切である。 

・「たしかめ」、「問

」、「基本の問題」、

「補充問題」など演習

問題が充実しており、

基礎・基本が身につく

ように配慮されている

。 

・新しい章に入る前に

、その章で扱う内容に

関連した既習事項を復

習できるページが設け

られており、新しい学

習とこれまでの学習を

うまくリンクさせてい

る。(１年ｐ６８，３年

ｐ４６) 

・車のナンバーや駅伝

大会の順位変動を扱い

、生徒が関心をもって

取り組めるようにして

ある。(１年p５９,１２

１－１２３) 

・より深く学びたい生

徒に対して、興味深い

内容を提供している。

（３年ｐ４０） 

 

・出生数を扱う問題で

は、身の回りの地域の

出生数を調べるために

図書館を活用したり、

地域の実態を調べたり

することにつながって

いる。(１年ｐ２５６) 

・変化の割合の意味と

傾きの定義との接続を

数学のモデルの中で実

感を伴って学ぶように

してある。（２年ｐ７

８） 

・各単元の導入場面に

おいて、身のまわりの

問題解決事象が提示し

てある。（３年ｐ８０

） 

・数学的な考え方には

どのような考え方があ

るのか巻頭のところに

これまでの学年の学習

を振り返りながら確認

できるページがあり、

「数学」を学習するう

えで大切な視点を意識

できるようにしてある

。（３年ｐ８－１１） 

・めあての提示がし

やすく、「方法知」

としての振り返り

もしやすい。 

・巻末の「学びのマ

ップ」では、これま

での学習内容とそ

の学年の学習内容

とのつながりを図

で表してわかりや

すく示してあった

り、これまでの学習

を要領よくまとめ

てある。（３年ｐ２

４０） 

 

 

 

 

 

 

・数学的な考え方の大

切な項目を簡潔に表

記し、常に意識できる

ようしてある。(１年

ｐ１１,１２) 

・単元の並びが系統だ

っているため思考が

しやすく、資質・能力

を育むために適切で

ある。 

    



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 数学数学数学数学 ）           No.３ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｌ

 

新

興

出

版

社

啓

林

館

・「章末問題」と「力

をつけよう」のすべて

の問題の考え方と詳し

い解説がＱＲコードを

利用して見ることがで

きるように配慮されて

いる。 

・「みんなで学ぼう編

」では、比較的基本問

題となる「問」が多く

、数学が苦手な生徒に

も取り組みやすいよう

に工夫されている。 

・正負の加法で、符号

を書く空欄と絶対値を

書く空欄を設け、計算

をさせる際に２つのこ

との意識を高める工夫

がされている。 

(１年ｐ２３) 

・章末問題の各問題の

脇に、既習したページ

が書いてあるため、各

自で振り返ったり調べ

たりしやすいような工

夫がされている。(１年

ｐ５２,５３,８２,８

３など) 

・数学ライブラリーで

は、既習事項を使って

「数あてマジック」や

「モビール」などを考

えるようになっていて

、自分で問題を作れる

ような工夫がされてい

る。 

(１年ｐ８１,１４１) 

・ＱＲコードから統計

ツールが利用できるよ

うになっており、実際

に数値を入力してヒス

トグラムや箱ひげ図を

作成することができ、

生徒の興味が高まるよ

うな工夫がされている

。 

・各章の導入問題が会

話式のため、読み取る

力と数学的な思考力を

身につけられる問題に

なるよう工夫されてい

る。(１年ｐ５６-５７,

８６-８７,１１２-１

１３,１４６-１４７) 

・証明の意義を学ぶと

きに、三角形の合同条

件を根拠にしたもので

学ぶので、以後繰り返

して、「図が代表であ

ること」を学ぶことに

配慮されている。（２

年ｐ１１３） 

・変化の割合の意味と

傾きの定義との接続を

数学のモデルの中で実

感を伴って学ぶことに

工夫がされている。（

２年ｐ６８） 

・学習への自己評価、

既習事項のまとめの問

題、身の回りにある事

象をとらえる問題が、

巻末から始まるよう工

夫されている。 

(１年巻末ｐ１-６８) 

・展開図を書き込む

問題の方眼が大き

くとってあるため、

記入しやすい配慮

がされている。(１

年ｐ１８４,１８６

) 

・めあての提示がし

やすく、「方法知」

としての振り返り

もしやすい。 

・各単元に説明を促

す場面があり、表現

力を伸ばす工夫が

されている。 

（２年ｐ１５３） 

・単元の並びが系統だ

っていて、問題が平易

である。また、教材が

数学のモデルの中で

思考がしやすいもの

になっている。 

・実際の生活で起こる

ような問題を考えさ

せるとともに、「どの

ように考えたかな？」

、「何年後かな？」と

いう問いかけが生徒

の興味関心を高め、対

話的な学習へとつな

がる工夫がされてい

る。(１年ｐ６８,９９

,１３７) 

Ｎ

 

数

研

出

版

・全体を通して、内容

、程度、分量ともに適

切である。 

・アルファベットの表

記の仕方や、速さと出

発時間の違う問題での

３種類の図の掲示など

、生徒のつまずきを抑

える配慮がある。(１年

p６３,１１６-１１７) 

・新しい章に入る前に

、その章で扱う内容に

関連した既習事項を復

習できるページが設け

られており、新しい学

習とこれまでの学習を

うまくリンクさせてい

る。 

・文字式の計算で、一

貫して面積図を用いて

の説明や確認ができる

ようにしている。 

(１年p７８-８１) 

・本冊の内容を深める

ための課題や、これま

でに学んだ内容を総合

的に活用して解決する

課題を別冊で扱い、生

徒が本冊で興味・関心

を抱いた話題を深めら

れるようにしている。 

・個数と重さの関係を2

つの具体的な事象で比

べることで、関数の意

味が理解できるように

扱っている。(１年p１

２４-１２５) 

・正負の数を使って表

すときの考え方の違い

の説明や、計算の仕方

がなぜ間違っているか

説明する問題があり、

深い学びにつながるよ

う扱っている。(１年p

１９,８５) 

・証明の意義を学ぶと

きに、三角形の合同条

件を根拠にして学ぶよ

うに扱っている。 

（２年ｐ１２９） 

・比例と反比例の利用

では、「ペットボトル

キャップの回収とワク

チンの寄付」や「電子

レンジの加熱時間」に

ついて扱い、現実的な

問題と数学を結び付け

ている。(１年p１４８-

１５１) 

・各単元の導入場面に

おいて、身のまわりの

問題解決事象が提示し

てある。 

（３年ｐ２１７） 

・めあての提示がし

やすく、振り返りが

しやすい。 

・各単元に説明を促

す場面がある。（３

年ｐ１２３） 

・巻末に、「数学旅

行」という興味を引

くネーミングの特

集があり、身の回り

に潜む数学を探究

することができる。

(１年ｐ２４９-２

６０) 

 

 

・単元の並びが系統だ

っているため思考が

しやすく、資質・能力

を育むために適切で

ある。 

・付録の道具を使った

宝探しを導入で扱い、

既習した作図を使っ

て考え直すといった

問題があり、興味・関

心を高めながら深め

る学習へと構成され

ている。(１年p１６９

,１７６) 

                                                                                    



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 数学数学数学数学 ）          No.４ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・例のあとの「問」や

、巻末の「補充問題」

では基礎基本を定着で

き、問題量が充実して

いる。 

・基礎基本の計算を何

度も手軽に行うために

、数と数の間に＋、－

、×をあえて書かない

工夫がされている 

。(１年ｐ４４) 

・新しい章に入る前に

、その章で扱う内容に

関連した既習事項を復

習できるページが設け

られており、新しい学

習とこれまでの学習を

うまくリンクしている

。 

 

・チャレンジ問題の答

えが次ページに載って

いるため、確認がしや

すい。 

(１年ｐ２５-５３) 

・座標平面を扱う際に

、一つの建物を基準に

して他の建物の位置を

東西南北で表すことと

結び付けている。(１年

ｐ１３４) 

・巻末の「暮らしと数

学」、「数学研究室」

では、学習内容がどう

いった場面で活かされ

ているのかがわかる。 

・巻末に切り外すこと

ができる「対話シート

」があり、主体的・対

話的で深い学びを手助

けする配慮がある。(１

年ｐ３０１-３０８) 

 

・各単元の導入場面に

おいて、身のまわりの

問題解決事象が提示し

てある。 

（２年ｐ１６２） 

・扱う問題に「身近

なことがら」とあえ

て表記し、数学と生

活が結びついてい

ることを常に意識

させている。 

・各単元に説明を促

す場面があり、表現

力を伸ばすよう扱

っている。 

（１年ｐ１５９） 

・次の章に入る前に関

連する内容を復習す

るページがあったり、

見開きで１つの内容

の文章問題を扱った

りしている。(１年ｐ

１１２-１１９，１２

３など)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  理理理理科科科科      ）        No.1 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・１ページに観察・実

験の手順（目的・方法

・結果の見方・考察の

ポイント）がまとめて

示してあり、見通しを

持って観察・実験がで

きるように工夫されて

いる。(１年ｐ１１１） 

・発展的な内容につい

ては、高等学校との関

連を示し、過度な負担

にならないよう配慮さ

れている。 

(３年ｐ５７) 

 

・節ごとに、問題発見

から分析解釈までの流

れが統一され、見開き

ごとに授業１時間の内

容が書かれているなど

、使いやすい構成に工

夫されている。(２年ｐ

２２,２３） 

・実験・観察の準備が

しやすく、結果が分か

りやすくなるように配

慮されている点が優れ

ている。 

（３年ｐ４１） 

 

・巻頭や単元の始めな

どに、鮮明な写真を掲

載し、生徒の興味・関

心を高めるよう工夫さ

れている。 

・科学史における重要

な人物や発見を漫画に

して掲載し、興味・関

心を高めたり、理解を

深めたりすることがで

きるよう工夫されてい

る点が優れている。 

(１年ｐ６０) 

・隠岐ジオパークが掲

載されており、地域に

素晴らしい環境がある

ことが認識できるもの

になっている。 

（１年ｐ２５８） 

・自分の考えを文章で

書いて表現する活動が

多く取り入れてある。 

「ノートに書いてほか

の人と比べよう」等の

表記もあり、生徒の思

考力・判断力・表現力

等を高めることができ

るよう配慮されている

点が優れている。 

(３年ｐ３３) 

・つまずきやすい内容

について「例題・練習・

確認」の問題やデジタ

ルコンテンツが用意さ

れ理解しやすいよう工

夫されている。 

(１年ｐ１０９) 

・コラム「科学の本だ

な」があり、興味や関

心を持った生徒がさら

に学びを深めることが

できるように配慮され

ている。 

(１年ｐ１４１) 

・導入で日常的に目に

する現象を多く取り上

げるとともに、随所に

ある「つながる科学」

で、日常生活や社会と

の関連を持たせること

ができるよう工夫され

ている。(３年ｐ３９) 

 

・Ｄマークを設け、

学習を補完するデ

ジタルコンテンツ

や学習を深めるＷ

ｅｂサイトへリン

クできるようにな

っている。 

(２年ｐ４４) 

・全学年巻末にペー

パークラフトが付

けてあり、興味・関

心を高め、空間的に

認識する内容の理

解に役立つように

工夫されている点

が優れている。 

 

・各観察・実験後には

「学びをいかして考

えよう」が設けてあり

、日常生活や社会と結

びつけながら思考力

を高めることができ

るように工夫されて

いる。(２年ｐ１３９) 

・随所に「つながる科

学」のコーナーを載せ

、学習内容と日常生活

や社会との関連をも

たせることで、学ぶ意

義を実感できるよう

工夫されている。 

Ｂ

 

大

日

本

図

書

・各単元の巻頭に、小

学校からの復習や単元

の見通しを見開きで表

示されており、学習に

対する導入を円滑に進

められるように配慮さ

れている。 

（１年ｐ１０,１１） 

・「探究活動」の章が

各単元ごとに設定され

ており、設定された課

題を解決することで、

生徒が主体的に学習で

きるような構成になっ

ている。(３年ｐ１５６

,１５７) 

 

・写真や図を多数取り

入れ、視覚的な情報を

増やすことによって、

生徒が学習しやすいよ

うに配慮されている。

（１年ｐ４６,４７） 

・実験・観察では、操

作上の注意点を黄色で

表示して注意を促した

り、手順や結果のまと

めが複雑なものは見開

きのページで表示した

りするなど、生徒に分

かりやすく説明されて

いる。（２年ｐ１６８,

１６９） 

・各章の巻頭にインパ

クトのある写真を大き

く掲載することで生徒

が興味を持てるように

配慮されている。（３

年ｐ１６４,１６５） 

・随所に実験している

写真や身近なものを扱

った写真をのせること

で、学習に対する関心

を高められるよう配慮

されている。（２年ｐ

５４,１９８） 

・随所にある「科学の

あしあと」が掲載され

、日本史にも触れるこ

とで生徒の興味・関心

意欲を高められるよう

工夫されている。 

・各章末に章末問題が

あるが、「単元末問題

」と「読解力問題」に

分けられており、問題

を解くことで、読解力

や単元に関する思考力

や、学習した内容を活

用できる力を高められ

るよう工夫されている

。（３年ｐ２２２） 

・器具の操作やスケッ

チの仕方などの基礎的

な操作が観察、実験ご

とに掲載され、操作方

法を再確認できるよう

工夫されている。（２

年ｐ８６,８７,８８） 

・巻末に「理科の学習

と算数・数学」が掲載

されており、学習して

いく中で出てくる各教

科との関連性（特に数

学）を配慮し、学習に

おいて生徒がつまずき

やすい部分を分かりや

すく解説されている。

（１年ｐ２８４,２８

５） 

・随所に「ｓｃｉｅｎ

ｃｅ ｐｒｅｓｓ」のコ

ーナーが設けてあり、

学習内容と実生活との

関連や科学技術との関

連が分かるように配慮

されている。 

（３年ｐ.２２３） 

・巻末に「行ってみ

よう科学館・博物館

」が掲載されており

、科学分野が身近な

ものになるように

工夫されている。 

（１年ｐ２７８,２

７９） 

・巻末に「科学のあ

ゆみ」が掲載され、

現代科学にも様々

な積み重ねがあっ

たことが分かるよ

うになっている。 

（３年ｐ３７２） 

・実験方法を見開きに

したり、写真を多用し

たりすることによっ

て、視覚的に内容を把

握しやすいつくりに

なっており、生徒が学

習に向かいやすい構

成である。 

・単元末に「探究活動

」を取り入れるなど、

学習内容を活用して

生徒が主体的に取り

組むことができる場

面を意図的に設定す

ることで、教員側の負

担を軽減させられる

ように工夫されてい

る。 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  理科理科理科理科   ）       No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｅ

 

学

校

図

書

・観察・実験の結果や

考察の内容がわかりや

すくまとめられており

基礎的・基本的な内容

が身につくように工夫

されている。（１年ｐ

２７,２８） 

・実験を行う時に、「

あなたの仮説」（２年

ｐ３７）や、「あなた

の計画」（１年ｐ９１

）など生徒の思考力や

判断力を引き出そうと

する実験方法になって

いる。 

・授業をうけるコツ、

ノートのとり方、ＱＲ

コード等により家庭学

習での活用もできるよ

う配慮されている。 

・各単元の前に、「学

びのあしあと」「振り

返ろう・つなげよう」

の項目が掲載されてお

り、小学校から中学校

までの既習事項と、こ

れから学習する単元と

の系統性がわかりやす

くなっている。 

・探究の進め方が統一

されており、気づき、

課題設定、仮説、検証

、観察・実験、結果、

考察となり、自ら調べ

まとめることができる

ように工夫されている

。 

・日常生活との関連や

自分でできる実験方法

の紹介など、生徒の興

味・関心を引くように

工夫がされている。（

１年ｐ１５４,１５５） 

・生徒の意欲を喚起す

るため写真や図表につ

いては、イラストでは

なく、できる限り実際

の写真などで提示する

よう配慮がほしい。（

１年ｐ１０２,１０３,

１１５）  

・２年生では、たたら

製鉄の様子や玉鋼が資

料として掲載されてい

るが、写真に地名等の

表記がなく、雲南市で

あることがわからない

。（２年ｐ６５）地層

や岩石、生物などの写

真には、撮影した日本

の地名を入れるなどの

、配慮がほしい。 

・単元末に、「学びを

日常に生かしたら」と

いうページを設け、（1

年p.126）家庭でも生徒

が自学自習できるよう

工夫されている。 

・単元末に、「学び続

ける理科マスター」と

いうページを設け、よ

り深い学びができるよ

う工夫されている。 

（１年ｐ１２４） 

・各学年の教科書の

最後のページはホワ

イトボードの代わり

になるようにシート

が作られており、自

分の意見や考えを発

表する際に活用でき

るよう工夫されてい

る。 

・教科書の各所にＱ

Ｒコードが印刷して

あり、レポートの書

き方や、読み物資料

、動画などを見るこ

とができるようにな

っている。 

・既習事項の確認と

学習内容のつながり

がわかりやすく提示

され学習の系統性が

把握しやすいように

配慮されている。 

・理科の学習の有用

性や社会とのつなが

りがあることが生徒

に伝わるように各学

年の教科書の最初に

用意され、工夫され

ている。 

Ｇ

 

教

育

出

版

・観察・実験の結果の

欄が表の形で示されて

おり、結果の整理がし

やすいように配慮され

ている。 

・本文中に重要語句が

朱色で示されていたり

、（１年ｐ３１）公式

が朱色の枠囲みで表示

されたり、目立つよう

工夫されている。 

・観察・実験ページの

「考察」と、次ページ

の「実験から」を対応

させ思考や表現のしか

たを確認できるように

工夫されている。（１

年ｐ１０３,１０４） 

・物理のつまずきやす

い内容には、「例題」

を設け、公式の運用に

慣れることができるよ

うに工夫されている。 

・ミニコラムを含め、

「ハローサイエンス」

で生活や安全、環境な

どに関わる読み物を非

常に多く掲載しており

、生徒の興味・関心が

高まるように工夫され

ている。 

・基礎操作や実験の図

がイラストで書いてあ

る。これらをイラスト 

ではなく、写真にして

、実際の実物に近い形

での表示になるよう工

夫がほしい。 

・「私のレポート」で

考察の具体的な内容が

例示され、生徒が考察

の内容をまとめる際の

参考とすることによっ

て、思考力・表現力が

育成できるよう工夫さ

れている。（１年ｐ１

７） 

・２年生では、たたら

製鉄の様子や玉鋼が資

料として掲載されてい

るが、写真に地名等の

表記がなく、雲南市で

あることがわからない

。（２年ｐ５２）地層

や岩石、生物などの写

真には撮影した日本の

地名を入れるなどの、

配慮がほしい。 

・巻末資料に「理科で

使う算数・数学」を設

け、計算や単位を苦手

とする生徒にもわかり

やすくまとめてあり、

配慮されている。 

・巻末に今学年で学習

した内容の基本問題と

総合問題、基礎技能が

まとめて掲載されてお

り、自学自習できるよ

うに配慮されている。 

・巻末資料では、自

由研究の事例が多く

示されており、生徒

がさらに学習を進め

る際に役立つよう工

夫されている。 

・巻末に１年「生物

カード」２年「原始

のモデルカード」３

年「星座早見盤」が

用意してあり、物づ

くりができるよう配

慮してある。 

・巻末に今学年の学

習内容と次学年で学

習する内容が掲載さ

れており、学習のつ

ながり継続性が配慮

されている。 

・全体がコンパクト

にまとまっており、

要点をつかみやすい

紙面構成になるよう

に工夫されている。 

・重要語句を目立た

せたり、内容別に例

題を設けたり、レベ

ル別のまとめ問題を

用意するなど習熟度

に配慮した対応がで

きるよう工夫がされ

ている。 

・イラストの使用が

多く見られるが、実

際の鮮明な写真の方

が生徒の意欲喚起に

は有効であると考え

る。 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  理理理理科科科科   ）        No.3 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｌ

 

新

興

出

版

社

啓

林

館

・全ての単元の導入に

「つながる学び」が設

けてあり、既習事項と

関連付けて学習に取り

組めるように配慮され

ている。(２年ｐ４) 

・新しく認知された地

質時代の一つである 

「チバニアン」（千葉

県の地層）を取り上げ, 

生徒の興味・関心が高

まるよう工夫されてい

る。(１年ｐ１０９) 

・「学ぶ前にトライ！

」で単元内容に関わる

問いについて考え、「

学んだ後にリトライ！

」で自分の考えがどの

ように変容したのか 

確認する内容になって

いる。 

(３年ｐ４７,９３) 

・見開き中央部分に本

文が掲載されるように

レイアウトし左右に様

々な情報を載せ、生徒

の理解が深まるよう工

夫されている点が優れ

ている。 

(１年ｐ２８,２９) 

 

・自分の考えを自由に

書き込むことができる

「探Ｑシート」が巻末

にあり、主体的に探究

活動に取り組めるよう

工夫されている。 

・「科学コラム〇〇ラ

ボ」では部活・料理・

仕事等と科学の関連に

ついて取り上げ、日常

生活と理科を結び付け

、興味・関心を高める

ことができるよう工夫

されている。 

(１年ｐ５３) 

・実験の安全対策や注

意点について、マーク

と簡潔な言葉を組み合

わせて分かりやすく示

してある。特に事故発

生予防が必要な実験に

は方法の「ステップ０

」で安全確認するよう

にしてある。 

(２年ｐ１７６) 

・単元の最後には、「

みんなで探Ｑクラブ」

等のコーナーがあり、

身に付けた探究の力を

発揮できるように工夫

されている。 

(３年ｐ１７０) 

・算数・数学(計算)、

社会科(等高線・地理分

野)、国語(古典)、家庭

科(熱量)を囲み枠で示

し、教科横断的に学習

できるようになってい

て優れている。(１年ｐ

１６９,２年ｐ９８,３

年ｐ６１) 

・単元の最後に学習し

た内容を社会や未来に

広げる読み物「ひろが

る世界」を掲載し、生

徒に理科の有用性が伝

わるように工夫されて

いる。(３年ｐ１００) 

 

・各学年とも科学分

野の学習前には 

「サイエンス資料」

を配置し、実験器具

の扱い方や安全へ

の配慮等を掲載し

ている。(１年ｐ１

３０-１３７) 

・タブレット端末に

二次元コードをか

ざすと動画や問題

を見ることができ、

自分のペースで学

習を進めることが

できるよう工夫さ

れている。 

・新しい教材（地質時

代）や地元の教材（江

津市の風力発電）を取

り上げ、生徒の興味・

関心や追究意欲を高

めるよう工夫されて

いる。 

(１年ｐ１０９,２年

ｐ９５) 

・二次元コードが多く

のページに掲載され

ている。様々な動画や

問題を見ることがで

き、自主的な学習がで

きるよう工夫されて

いる。(１年ｐ２,１３

,５５) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 音楽・一般音楽・一般音楽・一般音楽・一般    ）        No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や 

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｇ

 

教

育

出

版

・「Let’s sing!」では

，発声や旋律のまとま

り，形式などについて

分かりやすく整理され

，基本的な内容の定着

を図ることができる構

成になっている。 

・「歌のアルバム」で

は，幅広いジャンルを

取り上げ，多様な楽曲

を通じて学習活動に取

り組むことができるよ

う工夫されている。 

 

 

・教材ごとに学習する

ねらいや内容などが「

学びのユニット」とし

て表記され，学ぶ手が

かりになるよう工夫さ

れている。(全学年P4- 

5) 

・第１曲「火星」は前

ページのボレロとの比

較鑑賞としてだけでな

く，小学校時に学習し

た「木星」との関連性

もあり，内容の系統性

に配慮したものとなっ

ている。（上P33） 

・「日本の歌 みんなの

歌」は，教材ごとに写

真と楽譜がまとめられ

，情報を得られやすい

ように工夫されている

。 

・「鑑賞教材の学習資

料」では，折り込みを

利用した３ページ構成

でワイドなビジュアル

図鑑となっており，多

様な情報を見渡せ，学

ぶ楽しさが広がる工夫

がされている。（全学

年巻末） 

・「郷土の音楽や芸能

」では，代表的なもの

を取り上げ，写真や説

明を取り入れて，生徒

が理解しやすいように

工夫されている。（1年

P30、上P46-49） 

・「音のスケッチ」で

は，全体の構成やリズ

ム，強弱，旋律など，

音楽を形づくる要素を

総合的にとらえて表現

活動に生かすことがで

きるよう工夫がされて

いる。（１年P34-35、

上P26-29、下P22-25） 

・「私たちのくらしと

音楽」では，著作権を

守ることの重要性や，

アウトリーチ・音楽療

法などによる音楽がも

たらす可能性や有効性

について理解を深める

工夫がされている。（

上P70-71、下P66-67） 

・「まなびリンク」は

学習に役立つ情報（動

画，音声，ワークシー

ト）をウェブサイトで

視聴することができ，

発展的に学習すること

ができるよう工夫され

ている。 

・「音のスケッチ」

では，全体の構成や

リズム・強弱・旋律

など，音楽を形づく

る要素を総合的に

捉えて表現活動に

生かせるように工

夫がされている。 

・各ページに登場す

るキャラクターの

つぶやきが学びの

ヒントとなり，生徒

の思考を深める工

夫がされている。 

・ページ全体がすっき

りと整理され，要点が

まとめられた図や鮮

明な写真を利用する

ことで，生徒の学ぶ意

欲をより高めること

ができるように工夫

されている。 

・知覚・感受したこと

を記録し，それを活用

しながら話し合い活

動などを通して進ん

で学び合う学習が展

開できるように工夫

されている。 

Ｈ

 

教

育

芸

術

社

・「My Voice!」「My 

Melody」では，発声や

旋律のまとまり，形式

などについて詳細に学

ぶことができ, 基本的

な内容の定着を図るだ

けでなく,思考力・判断

力・表現力を引き出す

工夫がされている。 

・「心通う合唱」では，

中学生の声域に配慮し

た混声合唱曲が適切に

取り上げられ，効果的

な指導を行うことがで

きる。 

・音楽科で身につけら

れる３つの資質・能力

と，それに対応する学

習内容や教材が一目で

わかるように表記され

，各ページには学習目

標や共通事項，用語な

どが整理して示され，

題材の学習内容が理解

しやすく，学習を効果

的に進めることができ

るように工夫されてい

る。（全学年P8-9） 

・我が国の伝統音楽，

伝統芸能について系統

的に学習することで，

自国や地域の文化に対

する誇りをもち，グロ

ーバルな時代に対応す

る力をより効果的に育

むことができる工夫が

されている。 

・「心の歌」は，鮮明

な写真と歌詞・楽譜の

ページに分けて表記す

ることにより，それぞ

れから知覚・感受した

ことを生かして，生徒

の思考力・判断力・表

現力を引き出すことが

できる点で優れている

。 

・各界のプロフェッシ

ョナルから中学生への

メッセージが掲載され

，音楽や芸術から学ぶ

力や音楽的な見方・考

え方に関心をもてるよ

うな工夫がされている

。（全学年巻頭） 

 

・日本各地に伝わる民

謡，祭りや芸能を多く

紹介し，地域や各学校

の実態に応じた芸能を

選択し，学習できるよ

う配慮されている。（

上P68-69） 

・指揮・リズム打ち，

唱歌などの体験活動を

取り入れた実感を伴う

学びが可能なページが

充実しており，教科の

特性を生かした効果的

な指導が期待できる。

（上P50-51、下P38、48

、50） 

・「生活や社会の中の

音楽」では，音や音楽

が生活や社会，文化と

どのように関わり，ど

のような意味や価値を

もつのか，生徒が考え

ることができるよう工

夫がされている。（１

年P66、上P72、下P68‐

69） 

・生徒にとって身近な

場面で国歌が歌われる

ことを紹介することに

より，国歌を大切にす

る心情を育てるととも

に，他国文化への理解

や敬意を深めることが

できるよう工夫されて

いる。（各学年P99） 

・「Let’s Create!
」では，イラストを

効果的に使いなが

ら、場面や音のイメ

ージを創造できる

ように工夫されて

いる。 

・各ページに登場す

るキャラクターの

つぶやきが学びの

ヒントとなり，生徒

の思考を深め，主体

的・対話的な活動に

繋がるような工夫

がされている。 

・領域（表現・鑑賞）

の学習を関連づけた

教材の選択，内容の系

統性に配慮された題

材の配列がされてお

り，学習を効果的に進

めることができる点

で優れている。 

・取り上げられている

楽曲の歌詞の内容や

写真について，道徳教

育や人権教育の観点

に立って選択されて

おり，個性を生かしな

がら他者を尊重し，学

んでいくことができ

るよう配慮されてい

る。 



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 音楽・器楽音楽・器楽音楽・器楽音楽・器楽    ）       No.１ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や 

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｇ 

 

教

育

出

版 

・前半「演奏の仕方を

身につけよう」で基礎

的な知識や技能を習

得し，後半「合わせて

演奏しよう」でアンサ

ンブル曲を通して，奏

法を確認したり楽曲

の特徴を感受したり

することができるよ

う工夫されている。 

・各楽器の学習では，

基礎的な技能と楽曲

が関連づけて配置さ

れており，演奏を通し

て技能が習得できる

よう配慮されている。 

・各楽器の学習ごとにど

のように学習を進めた

らよいかがわかるよう

に，学習のめあてが左ペ

ージの上部に示されて

いる。 

・各楽器の導入では，そ

れぞれの楽器の紹介や

基礎的な奏法について，

多くの写真を使って生

徒が分かりやすくなる

よう工夫されている。 

・ギターとキーボードに

対応したコード表では，

ギターの押さえ方を写

真で表示し，生徒に分か

りやすくなるよう工夫

されている。（口絵3） 

・「何が同じで何が違う

？」では，様々な楽器の

共通性と固有性につい

て考え，特徴を理解する

ための書き込み欄が設

けられ，自ら課題を見つ

け，学習を継続的・発展

的に進めていくための

工夫がされている。 

・「Let’s Play!」「Let

’s Try!」では、各楽器

の特徴を生かした合奏

教材がクラシック，ポピ

ュラー，民謡などから幅

広く取り上げらえてお

り，事態に合わせて選曲

できるよう配慮されて

いる。 

・「With My Heart」で

は，家元からのメッセー

ジが記載されており，今

日的な課題を追究する

学習につながる工夫が

なされている。 

・学習に役立つ情報（動

画・音声・ワークシート

）をウェブサイトで視聴

できるように，目次にQ

RコードやURLが載せて

あり，自分で情報を得る

ことができるよう工夫

されている。 

・「何が同じで何が違う

？」の発展のページでは

，楽器の背景による文化

や伝統について学習で

きるように工夫されて

いる。 

・箏の楽譜は，縦譜

を大きく表示して

あり，本来の記譜に

触れながら演奏で

きるよう工夫され

ている。 

・アルトリコーダー

の学習では，楽譜に

コードネームが表

示されており，他の

楽器とのアンサン

ブルが習得できる

よう配慮されてい

る。 

・幅広いジャンルの楽

曲が掲載されており，

生徒や学校の実態に

沿った指導が行える

ように配慮されてい

る。 

・習得した技能を使っ

て発展的な学習でき

るように構成されて

おり，幅広く学習に取

り組めるよう配慮さ

れている。 

Ｈ 

 

教

育

芸

術

社 

・各楽器の学習ごとに

基本的な内容につい

て写真を取り入れな

がらまとめられ，基本

的技術が習得できる

ような楽曲が扱われ

ることで，基礎基本の

定着が図られるよう

な構成がされている。 

・「アンサンブル」「

My Melody」では、身

につけた力をもとに，

曲想にふさわしい表

現を工夫したり，楽曲

の構成を生かしたり

することができるよ

う配慮されている。 

・音楽科で身につけられ

る３つの資質・能力と，

それに対応する学習内

容や教材が一目でわか

るように表記され，各ペ

ージには学習目標や共

通事項，用語などが整理

して示され，題材の学習

内容が理解しやすく，学

習を効果的に進めるこ

とができるように工夫

されている。 

・「アンサンブルセミナ

ー」では学習目標が表記

され，生徒がそれを意識

しながら主体的に取り

組むことができるよう

配慮されている。 

・各楽器の基本的な奏法

以外に，それに関連する

楽器が写真入りで詳し

く紹介してあり，生徒た

ちの興味・関心を高めて

いけるよう工夫されて

いる。 

・「深めよう!音楽」で

は，具体的な手順とキャ

ラクターによる吹き出

しが充実しており，生徒

が興味・関心をもって主

体的に取り組めるよう

工夫されている。 

・アンサンブルのページ

では、多様な楽器を組み

合わせた魅力的な曲が

充実しており，生徒や各

学校の実態に応じて，い

ろいろな楽器でアンサ

ンブルができるように

工夫されている。 

・唱歌など体験活動を取

り入れた実感を伴う学

びが可能なページがあ

り，教科の特性を生かし

た効果的な指導ができ

る工夫がなされている。 

 

・楽器ごとに演奏者の情

報についてQRコードを

載せており、自分で情報

を得ることができるよ

う工夫されている。 

・和楽器の演奏に関する

ことだけでなく，郷土の

祭りや芸能と関連づけ

ながら学習できるよう

工夫されている。 

・合奏でよく使われ

る打楽器やラテン

パーカッションの

基本的な奏法が，写

真とともに分かり

やすくまとめられ

ている。（P70‐74

） 

・箏の楽譜は，縦譜

と五線譜とが併記

してあり，個々の生

徒に応じて学習し

やすいように工夫

されている。 

・様々な種類の楽器や

奏法・楽譜・写真など

豊富な情報が掲載さ

れ，いろいろな楽器の

組み合わせを工夫し

ながら表現活動を行

うことができる点で

優れている。 

・各楽器の基礎・基本

が定着できるよう構

成されており，そこで

身につけた力をもと

に生徒や学校の実態

に応じた学習活動が

できるよう工夫され

ている。 

                                                         

 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名   美術美術美術美術  ）        No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｄ

 

開

隆

堂

出

版

・領域ごとに扉ページ

を設け、学習内容やそ

の魅力についての理解

を深められるよう工夫

されている。 

・各題材に「学習のポ

イント」として、生徒

が学習を深めていくた

めに大切なことを分か

りやすくまとめた構成

になっている。 

・２・３年を一冊にま

とめることで保管しや

すく、既習内容を振り

返りやすくなるよう工

夫されている。 

・発想や構想の方法や

進め方が示され、生徒

が制作過程を理解しや

すく、完成までのイメ

ージがわかりやすい構

成になっている。（１

年p41） 

・伝統工芸品や日用品

、生徒作品を同じペー

ジに掲載することで関

連性に気付いたり考え

たりしやすい構成にな

っている。（1年p47） 

・各題材に掲載される

著名な作品や生徒作品

には作者のコメントや

意図が記載され、生徒

が自分の制作のヒント

にしたり興味を持って

鑑賞活動を行ったりで

きるよう配慮されてい

る。（1年p20） 

・２・３年を１冊のワ

イド版としたりQRコー

ドやURLを掲載したり

といった、学習に効果

的な資料や作品が閲覧

できるよう工夫されて

いる。 

・巻末「学びの資料」

では、制作時の発想を

支える知識や技能が系

統的にまとめられ、生

徒の発想や構想の力を

引き出すための配慮が

なされている。 

・各地の郷土文化や造

形などについて幅広く

紹介されているが、島

根県の作品や文化は掲

載されていない点で配

慮が必要である。 

・キャリア教育の視点

から様々な職業人の美

術との関わりを特集し

、美術の力が社会でど

のように繋がり、役立

っているか理解を深め

られるよう工夫されて

いる。（2・3年p6・7） 

・他教科と関連付けて

学ぶことができる内容

には記号がつけられ、

教科横断的な指導がし

やすいよう工夫されて

いる。（1年p50，51） 

・色の説明図では彩

度の高低に黄系統

を使い、少数派色覚

の生徒も判別でき

るよう配慮されて

いる。（1年p63） 

・中学校以上で習う

漢字には全てルビ

を記載し、文章体裁

として意味のまと

まりごとに改行位

置を工夫すること

で文章の意味を捉

えやすくするよう

配慮されている。 

（1年p42） 

・各題材に併せて教科

横断的な学びや地域

社会との結びつきが

記号や参考資料とし

て紙面に配置されて

おり、生徒の多角的、

多面的な学びを深め

ることができるよう

工夫されている。 

・多様な生徒の学びが

等しく保障されるよ

う、教科書内に合理的

な配慮が随所に効果

的に配置されている。 

Ｉ

 

光

村

図

書

出

版

・各題材で、参考作品

の鑑賞から表現活動の

発想や構想につながる

レイアウトになってお

り、鑑賞と表現を関連

付けて学びを深めてい

く学習に効果的である

。 

・絵や彫刻、デザイン

や工芸だけでなく現代

美術やデジタル作品な

ど多様で幅広い作品を

扱うことで生徒が自分

の主題に合う表現を選

択できるよう工夫され

ている。 

・２・３年を一冊にま

とめることで保管しや

すく、既習内容を振り

返りやすくなるよう配

慮されている。 

・鑑賞作品の図版は、

解説が初見で生徒に伝

わらないよう次ページ

に記されるなど、実際

の授業展開に配慮した

構成になっている。 

(2・3年p48～53） 

・鑑賞題材では和紙を

用いて版画作品の質感

や特徴を示し、消失点

を探る為のトレーシン

グペーパーが綴じられ

ている。また、裏表に

大判で刷られた作品２

点が関連の深い作品と

なっているなど生徒が

主体的に作品について

考えられる構成であり

、創意工夫次第で様々

な鑑賞授業ができる点

で優れている。 

（2・3年p13，26・27） 

・「みんなの工夫」と

して実際の生徒の制作

過程が分かる図解が用

意され、生徒が自分の

制作の参考にしたり意

欲を高めたりできるよ

う工夫されている。 

（1年p24） 

・「心ひかれるこの風

景」では、校舎を例に

魅力的な点を詳しく挙

げており、生徒が発想

や構想を広げやすくな

るよう工夫されている

。（1年p23） 

・様々な椅子のデザイ

ン、和菓子など、身近

な工芸品や伝統文化か

ら、色や形について考

えられるよう工夫され

ている。（2・3年p68） 

・「学習を支える資料

」では、材料や用具、

技法など様々な資料を

掲載して具体例を紹介

することで生徒が自分

の制作に活用しやすい

よう工夫されている。 

・印象に残るシンボル

マークとして、島根県

立美術館のロゴを掲載

し、身近なところにも

デザインとの関わりが

存在していることに気

付くことができるよう

工夫されている。 

（1年p46） 

 

・題材の随所に他教科

とのつながりを示すコ

ラムが設けられ、美術

の学びが他教科とどの

ようにつながるか理解

できるよう工夫されて

いる。（1年p43） 

・「地域の魅力を伝え

る」では、地域の魅力

を商品パッケージやバ

ッグにデザインする題

材を取り上げ、社会参

画や郷土を愛する態度

を養うことができるよ

う配慮されている。 

（2・3年ｐ70） 

・「海を越えた文化交

流」では仏像の歴史や

手印を解説し、多様な

視点から作品に親しむ

ことができるよう工夫

されている。 

（2・3年ｐ90，91） 

・字が細かくなる箇

所にはユニバーサ

ルデザインフォン

トが使用され、読み

やすさに配慮され

ている。 

・QRコードを活用す

ることで豊富な生

徒作品を閲覧でき、

360度作品を回転さ

せて鑑賞できるこ

とにより、多様な視

点で作品を味わい

制作について考え

たりするために工

夫されている。 

・生徒が主体的、対話

的な学習に取り組む

ための配慮が数多く

含まれ、生徒、授業者

双方の使いやすさ、創

意工夫のしやすさと

いう点で優れている。 

・生徒が自らの興味関

心をもとに主題を設

定したり、造形的な視

点を働かせたりでき

るよう多彩な参考作

品や例示が掲載され

ており、生徒一人ひと

りの表現活動におけ

る様々なニーズに対

応できるよう工夫さ

れている。 



                                                                            選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名   美術美術美術美術     ）        No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・１年は「美術との出

会い」２・３年は上下

に分かれ、「学びの実

感と広がり」「学びの

探求と未来」と分かれ

ており、発達段階に応

じた学習ができるよう

工夫されている。 

・参考作品や実寸大の

図版が数多く掲載され

、生徒が視覚的に楽し

んで教科書を使うこと

ができるよう配慮され

ている。 

・題材ごとに主題を設

定しやすいメインタイ

トルや主文が用意され

、表現と鑑賞の一体的

な学習がしやすいよう

工夫されている。 

 

 

・１、２時間程度で実

践できる短時間題材が

掲載されており、年間

指導計画に合わせて多

彩な授業を行えるよう

配慮されている。（2・

3年下p12・13） 

・1年に水墨画や情報伝

達、２・３年下に映像

表現や道のデザインな

どが掲載され、多様な

美術表現を学ぶことが

できるよう工夫されて

いる。 

・多様な生徒作品や情

景写真を掲載し、制作

のためのコメントやヒ

ントが示されており、

生徒が制作意欲を高め

たり主題設定を主体的

に生み出したりするた

めの配慮が見られる。 

・題材紹介では、学習

指導要領に示されてい

る共通事項に沿った形

で造形的な視点の問い

かけが用意され、ポイ

ントとなる点がわかり

やすくなるよう配慮さ

れている。（1年p16） 

・「祭りを彩る造形」

では津和野町の鷺舞神

事が取り上げられてお

り、生徒が地域の伝統

文化を身近に感じるこ

とができるよう配慮さ

れている。（1年p57） 

 

・他教科とのつながり

が題材ごとに設定され

、学校行事での活用に

生かされるような提案

性のある資料が用意さ

れるなどの工夫が見ら

れる。（1年p46・47） 

・「社会に生きる美術

の力」では、様々な職

業と美術の関係が掲載

されており、生徒が生

活や社会の中で活用さ

れている美術について

具体的に想像できるよ

う工夫されている。（2

・3年下p58） 

・全ページを通して

文字と背景のコン

トラストが意識さ

れ、色覚特性のある

生徒や文字情報の

インプットが得意

でない生徒も他の

生徒と等しく学び

を得られるような

配慮がなされてい

る。 

・QRコードから、美

術と社会に関わる

様々な著名人のイ

ンタビューを閲覧

することができ、多

様な視点から美術

について考えるこ

とができるよう工

夫されている。（1

年p5） 

・１年と２・３年の上

下巻という構成によ

り、学年に応じて段階

的に学びを深められ

るよう工夫されてい

る。 

・生徒の興味関心を高

めることができるよ

う図版が豊富に用意

され、「造形的な視点

」が示す内容を考える

ことによって学習を

より深めることがで

きるよう工夫されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                            選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 保健体育保健体育保健体育保健体育  ）       No.１ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や課

題への適合等 

(5)各教科等及び実生活と

の関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ 

 

東

京

書

籍 

・本文の量が少なく簡潔

で、資料等の学習内容が

確認しやすくなるよう

工夫されている。 

・見開き右ページにイン

デックスがあり、学年や

タイトルが示してある

ため、見通しをもって学

習に取り組めたり、学習

を振り返ったりする際

に検索しやすい工夫が

されているところが優

れている。 

 

・「見つける」の導入

で興味づけを図り、「

課題の解決」では知識

として身につけたり

思考判断を促したり

することができ、「広

げる」では発展的思考

や表現力を磨くこと

ができるように流れ

が工夫されている。 

・「活用する」では、

自ら調べたり考えた

りすることで、発展的

学習や学習の定着が

図れるよう工夫され

ている。 

・資料でのイラストや

グラフなどが大きく、

生徒が興味・関心を持

ちながら学習に取り

組めるよう配慮され

ている。 

・章末資料がシンプル

にまとめてあり、生徒

が読みやすい工夫が

されている。 

 

・「運動やスポーツを行

うときのチェックシー

ト」など、わかりやすく

具体的な表現や手法が

多く取り入れてあり、主

体的に学習ができるよ

う工夫がされている。 

・「熱中症」や「ＳＤＧ

s」など今日的な課題を

追求する内容が充実し

ており、発展的な学習へ

つなげる工夫がなされ

ている。 

・ストレスへの対処に対

するリラクセーション

の方法を実際に体験的

に取り組んだり、熱中症

の予防や手当てについ

て理解したりして、生活

に生かせるよう工夫さ

れている。 

・「広げる」では、自分

たちの身の回りのこと

について、学習とつなげ

るような構成になって

おり、実生活へ生かせる

工夫がされている。 

 

・Ｄマークコンテン

ツは学習内容に関

連する動画や関連

リンク、ＷＥＢペー

ジへのアクセスが

便利で、生徒が家庭

でも勉強できるよ

う工夫されている。 

・他教科や他のペー

ジとの関連が示さ

れ、関連性を含みな

がら学習が展開で

きるよう工夫され

ている。 

・「見つける」の導

入で興味・関心を高

め、本文や資料で課

題を解決したり、理

解を深めたりする工

夫がなされていると

ころが主体的に学習

に取り組むために適

した構成になってい

る。 

・Ｄマークコンテン

ツが豊富に用意され

、視覚的補助資料と

して生徒の興味・関

心や内容を深める点

が優れている。 

Ｂ 

 

大

日

本

図

書 

・各章扉には、小学校で

学習したこと、中学校で

学習すること、高校で学

習することが記入して

あり、将来の学習につな

がるよう工夫がされて

いる。 

・学習タイトルの下に関

連の写真があり、学習内

容を印象付けられる工

夫がされている。 

 

・「学習のねらい」や

「つかもう」で学習課

題を把握し、活動を通

して「活用して深めよ

う」という統一した流

れがあり見通しをも

って学習に取り組め

るよう工夫されてい

る。 

・見開きページの左側

に本文を載せて、右側

に表や資料などをま

とめる構成にしてあ

り、生徒が見やすいよ

うな工夫がされてい

る。 

・冊子の下部にある「

ミニ知識」が学習と関

連して、さらに深まっ

たり広がったりする

内容になっている。よ

り興味や関心を高め

るのに効果的である。 

・「トピックス」で学

習内容の深まりや大

切さの意識の高まり

を支援する工夫がさ

れている。 

・加熱式たばこの記述や

ジェンダーに関する記

述など、今日的な課題を

取りあげ、今後の社会問

題などについて考える

のに適している。 

・心肺蘇生法の流れが折

り込みページになって

おり、確認しやすいうえ

、動画のページにもリン

クしており、効果的な指

導ができる。 

・リラクセーションの方

法を体験することで生

活に活かせるよう工夫

されている。タバコなど

を勧められた際の断る

スキルや心肺蘇生法の

手順などが示され、体験

や視覚的に学習するこ

とを通して理解できる

よう工夫されている。 

・章末の「学びを活かそ

う」を活用することで、

学習した内容が日常生

活に主体的に生きてい

くような工夫がされて

いる。 

・「リンク」で他の

ページや他教科と

の関連が示され、学

習内容のつながり

を意識できるよう

工夫されている。 

・左側に本文、左下

にリンク、右上に「

やってみよう」「話

し合ってみよう」な

ど決まった場所に内

容が配置されてレイ

アウトが見やすいよ

うに工夫されており

、生徒が学習しやす

いよう配慮されてい

る。 

・トピックスには、

社会問題や自分の未

来への創造をテーマ

にするなど、生徒が

学習した内容を実生

活へ生かせる工夫が

なされている。 



                                選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 保健体育保健体育保健体育保健体育     ）       No.2  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態

や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｋ 

 

大

修

館

書

店 

・章のまとめで、知識

技能の確認問題が充実

しており、生徒の基礎

的、基本的な内容の定

着を図る工夫がされて

いる。 

 

・「きょうの学習」や

「課題をつかむ」で学

習内容や課題を把握し

、見通しをもって学習

に取り組めるよう工夫

されている。 

・「資料」のグラフや

データで中学生のデー

タを多く取り上げ、身

近な課題として考える

ことができるよう工夫

されている。 

・「学習のまとめ」で

は自ら調べてまとめる

ことや発表して広げた

り深めたりすることが

できるような工夫がさ

れている。 

・「資料」にわかりやす

いイラストや説明（具体

例など）があり、興味・

関心をもって学習に取

り組めるよう工夫され

ている。 

・章の扉が、ポップや写

真を使ってこれからの

学習がイメージしやす

いように工夫されてい

る。 

・生活習慣病・がん

の予防に関する内容

に重点を置き、さら

に特設ページを設け

、がん教育の学習を

行うのに適した構成

になっている。 

・「ほり下げる」に

は加熱式電子タバコ

の記載など、最近の

課題や、さらに深い

学習ができるような

工夫がされている。 

・「クローズアップ」

には相談先の具体的

記述などがされてお

り、学習を実際の社会

生活とつなげる工夫

がされている。 
・食物アレルギーに

関して「エピペン」

について取り上げら

れている。 

・「気象情報の適切

な利用」で環境と健

康被害について適切

に対処できるよう学

習を進められる工夫

がされている。 

 

・「web保健体育情報館

」で外部サイトにアクセ

スでき、多様な情報を得

られるよう工夫されて

いる。 

・Q&A健康相談コーナー

で性に関する悩みにつ

いて、具体的な項目を挙

げ、不安を軽減しようと

いう工夫がされている。 

 

・「課題をつかむ」

から本文や実習で

知識理解を深め、学

習のまとめや章の

まとめで定着を図

ることができるよ

う工夫されている。 

・「資料」のグラフ

やデータで中学生

のデータを多く取

り上げ、学習内容を

自分や実生活と結

びつけながら考え

ることができるよ

う工夫されている。 

Ｐ 

 

学

研

教

育

み

ら

い 

・見開き右ページにイ

ンデックスがあり、学

年や領域が示してあり

、学習を振り返るとき

に検索しやすいなど配

慮がされている。 

・基本的な内容の定着

を図るために、必要な

情報を図やグラフなど

を用いて、文字数も少

なくシンプルに記載さ

れており、生徒が読み

やすいように工夫され

ている。 

・タイトルの表示と併

せて、学習の目標とキ

ーワードが表記してあ

り、学習の見通しが持

ちやすく、見直しもし

やすい工夫がされてい

る。 

・「まとめる・深める

」ではグループでの話

し合いができるような

設定があり、学習内容

を深める工夫がされて

いる。 

・「自然災害を知る」で

は、写真とデータを合わ

せて表示することによ

り、効果的な指導ができ

るよう工夫されている。 

・「情報アプリ」、「探

求」、「リンク」、「発

展」などのアイコンで表

示された内容が、学習意

欲への興味関心が高ま

るような工夫がされて

いる。 

・調和のとれた生活

を送るためのチェッ

クリストなど、今の

自分の生活を振り返

り、健康的な生活と

結びつける工夫がさ

れている。 

・身近にある課題な

ど（メタボ、アルハ

ラ、動物由来感染症

など）を取り上げ、

今後の生活を考える

ことができるよう配

慮されている。 

・「災害から身を守

るために」では様々

な災害を想定し、適

切な行動が取れる力

を身につける工夫が

されている。 

・章末の「探求しよ

うよ！」にはコラム

の種類や内容が充実

していたり、Ｑ＆Ａ

で分かりやすい内容

だったりする点で優

れている。 

・「実習」（コミュ

ニケーション）や資

料（ストレスへの対

処）などで日常生活

場面に生かせるよう

な具体的な対応を身

につけることができ

るよう工夫されてい

る。 

・各ページに「JOB」の

記載があり、その内容に

関連した職業が紹介さ

れている。学びが働くこ

ととつながるよう配慮

されている。 

・性に関する悩みについ

て、具体的な項目を挙げ

、不安を軽減しようとい

う工夫がされている。 

・「教科書サイト」で外

部サイトにアクセスで

き、多様な情報を得られ

るよう工夫されている。 

・「オリンピック・パラ

リンピック」について複

数ページにわたり取り

上げ、学習を広げられる

よう工夫されている。 

・資料や「コラム」

、章末の「探求しよ

うよ！」などに学習

と実社会をつなげ

る工夫や、今日的課

題を取り上げるな

ど、学習を進めるの

に優れた構成にな

っている。 

・「まとめる・深め

る」などに多様な視

点からのアプロー

チがあり、見方や考

え方を深めること

ができるよう工夫

されている。 

 

 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 技術・家庭科技術・家庭科技術・家庭科技術・家庭科(技術分野技術分野技術分野技術分野)）   No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・どの内容もほぼ同等

の分量で構成されてお

り、バランスよく学べ

る工夫がされている。 

・ガイダンス部分で問

題解決プロセスについ

て解説されており、学

習の流れがわかるよう

工夫されている。 

・すべての内容におい

て①見方・考え方②問

題解決③評価の流れで

構成されており、生徒

が学習を行いやすい点

で優れている。 

 

・問題解決例（製作例

）が多く、また他の内

容との関連性をもたせ

て、統合的な問題解決

につながるよう工夫さ

れている。 

・技術の習得について

のページがまとめてあ

り使いやすい。 

（ＴＥＣＫＬａｂ） 

・技術の見方・考え方

についての「最適化の

窓」が作られており、

身の回りの製品につい

て様々な視点から見る

ことができる点が優れ

ている。 

・問題解決例として熱

中症予防プログラムな

ど身近で必要性のある

課題により、興味・関

心を高めるよう工夫さ

れている。 

（計測制御） 

・情報モラルについて

場面がイラストで表さ

れており、実生活と結

びつけやすい。（Ｐ２

０７～２０９） 

 

 

 

・「Ｄマークコンテン

ツ」が設定されており

、内容に応じて動画や

シミュレーションなど

を活用できる。 

・「統合的な問題解決

」では、学んできたこ

とを組み合わせながら

解決に向けた取り組み

例が多く載せてあり、

具体的なイメージを持

ちやすい。 

（Ｐ２６４～２６９） 

・問題解決のプロセス

が「問題解決カード」

という図で共通して表

してあり、解決に向け

てのプロセスがイメー

ジしやすい。また、思

考ツールの使い方も示

してあり思考を深める

手立てが示されている

。 

 

 

・「技術の匠」の欄

があり、学習してい

る内容が生活でど

のように生かされ

ているか考えられ

る。 

 

・内容の分量や教材の

難易度などがバラン

スよく示してあり、Ｐ

ＤＣＡを意識した学

習の流れもきちんと

まとめてあるなど、教

科をとおして生徒に

問題解決能力がつく

ように構成されてい

る点が優れている。 

・ディジタルコンテン

ツも単に動画を見る

だけでなく、シミュレ

ーションができるよ

う工夫されており、優

れている。 

Ｃ

 

教

育

図

書

・基礎技能が技術ハン

ドブックに、無駄なく

まとめてあり、実習の

時はこの冊子を手元に

おいて、授業を進めら

れる工夫がされている

。 

 

・ページの端に「作っ

て学ぼう」「じっくり

学ぼう」「学びを深め

生かそう」と書いてあ

り、学習内容の大まか

な確認ができる。 

・見開き１ページが、

「めあて」「展開」 

「ふり返る」で構成さ

れており、指導と評価

の一体化ができるよう

に工夫されている。 

・作業の解説のために

ＱＲコードがあり、動

画で見ることができる

よう工夫されている。 

・新国立競技場など、

新しい話題が取り入れ

てあり、生徒の興味を

引く工夫がされている

。 

・写真の分け方が細か

く、作業の流れがわか

りやすいよう工夫され

ている。 

・巻末に各内容のワー

クシートがついていた

り、「統合的な問題解

決」では、題材例や学

習の手順が丁寧にまと

められていたりして、

免許外の教員にも指導

しやすい工夫がなされ

ている。 

 

 

 

・題材の中にスマホス

タンドが取り上げられ

ており、生徒にとって

必要性の感じられる題

材になるよう工夫され

ている。 

（Ｐ６２～６３） 

・巻末に先輩からの

メッセージがあり、

学習した内容が、ど

のように将来にか

かわるかがわかる

ように工夫されて

いる。 

 

・生徒の身近な内容か

ら最新技術までまと

めてあり、生徒が興味

をもつことができ、理

解しやすく、意欲をも

って学習を行うのに

適している。 

・ワークシートやハン

ドブックなど、誰でも

効率的に学習できる

よう工夫されている。 



                                                                        選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 技術・家庭科技術・家庭科技術・家庭科技術・家庭科(技術分野技術分野技術分野技術分野)）   No.２ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の 

 実態や課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｄ

 

開

隆

堂

出

版

・どの内容でも学習の

流れが共通していて、

内容、分量ともに適当

である。 

・製作題材の難易度が

広くあり、生徒の能力

に合わせて選択できる

よう工夫されている。 

 

・「材料と加工に関す

る技術」の実習例は、

加工が簡単で汎用性の

高いＤＬ材を使用した

ものがあり、生活に役

立つ製作ができるよう

工夫されている。 

・「知識・技能」「問

題解決」「振り返り」

という流れで構成され

ており考えを深めやす

いような工夫がされて

いる。 

・具体的な実習例が詳

しく書いてあり、発展

的な内容にスムーズに

移れるよう工夫されて

いる。 

 

・作業の解説のために

ＱＲコードがあり、動

画で見ることができる

よう工夫されている。 

・製作の中でも「問題

の発見」「課題の設定

」「計画」「実施」「

評価」の流れで行うこ

とができ、実習を通し

て思考・判断・表現力

を伸ばす工夫がされて

いる。 

・「たたら製鉄」や「

Ｒｕｂｙ」など島根に

関する内容が取り上げ

られている。 

・技術分野の学習の流

れが、図とイラストで

表してあり、教科の特

徴をつかみやすい点が

優れている。（Ｐ６～

７） 

・「課題」の欄があり

、普段見ていても考え

たことのない内容を挙

げ、生活に関連付ける

工夫がされている。 

 

・技能のコツなどが

「動作のポイント」

として紹介されて

おり、生徒が技能の

習得をしやすいよ

うに工夫されてい

る。 

・１ページの中の文字

数や図などが精選さ

れており、ゆったりと

したレイアウトで見

やすくなるよう工夫

されており、優れてい

る。 

・技能のコツが詳しく

説明してあり、技能習

得の学習を行うのに

適した構成になって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野）） No.1 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性,県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・基礎基本のポイント

がイラストや写真を効

果的に使い,「いつも確

かめよう」にまとめて

あり,定着を図る工夫

がされている。また，

各編の「学習のまとめ

」に「大切な用語」が

明記され,学習内容の

定着を図る工夫がされ

ている。 

（Ｐ54～63，100,101） 

・課題設定やまとめと

発表の仕方,思考ツー

ルの活用についてまと

めてあり,思考力・判断

力・表現力の育成がで

きるよう工夫されてい

る。（Ｐ270,271） 

・ガイダンス，内容Ｂ

ＣＡの順で「自立から

共生」の流れで高等学

校につながる配列にな

っている。 

・「まとめよう」や「

生活に生かそう」では,

目標に沿ってまとめ,

生活の課題や実践につ

なげていくことができ

るよう工夫されている

。（P23，25） 

 

・各節始めの「考えて

みよう」「話し合って

みよう」や「活動」を

設定し，問題解決的な

学習を進められるよう

工夫されている。 

（P238） 

・実物大の写真や巻末

付録,折り込みのペー

ジなど視覚的にも捉え

やすく,実感をもって

学べる工夫がされてい

る。 

（Ｐ33～39，226など） 

・授業の流れに沿った

見開き構成になってお

り,課題解決を取り入

れながら，生徒が見通

しをもって学習に取り

組めるとともに,経験

の浅い教員にも指導し

やすい工夫がなされて

いる。（P110,111） 

・消費者教育を重視し,

消費者としての自覚や

責任ある行動が身につ

くような事例を示すと

ともに，全編で，持続

可能な社会を目指した

内容が学習できるよう

工夫されている。 

（Ｐ96,154など） 

・巻末の付録「防災・

減災手帳」では,日常生

活で活用ができる工夫

がされている。 

・実習例の「私のオリ

ジナル」で簡単な工夫

例を示し，家庭での実

践を促すよう工夫され

ている。（Ｐ73，142） 

・活用できる個所に

Ｄマークを明記し,

二次元コードでイ

ンターネットなど

を活用し,効果的に

学習ができる工夫

がされている。 

（Ｐ291） 

・ユニバーサルデザ

インの観点からレ

イアウトや配色な

どについて,また，

左利きの例を取り

上げるなど誰でも

使いやすい配慮が

されている。 

（Ｐ58,129） 

・生活の自立と共生を

目指し，基礎的・基本

的な内容の定着を図

るとともに,見通しを

持ち，主体的に問題解

決的な学習を進めて

いくための内容構成

が工夫されていると

いう点で優れている。 

・学習内容の理解や興

味・関心を高める資料

や写真,イラスト等が

工夫,精選されており

，生徒の実態に応じた

効果的な指導ができ,

優れている。 

Ｃ

 

教

育

図

書

・章末に「学習のふり

返り」があり，３観点

別に学習のまとめがで

きるよう工夫されてい

る。 

（Ｐ34，35） 

・本文は，読みやすい

文章になるよう内容を

絞って記述する工夫が

なされているが，資料

の部分は情報量が多く

，全体のバランスを考

慮した分量について工

夫が望まれる。 

（Ｐ86～） 

・ガイダンス，内容Ａ

ＢＣの順で構成されて

いる。 

・「見つめる」→「学

ぶ」→「ふり返る」の

流れに沿って学習した

後，「学びを生かそう

」で自分の課題に取り

組めるよう工夫されて

いる。 

（Ｐ24,25） 

・章の始めに，テーマ

に沿った写真やイラス

トを見開きで掲載する

とともに自立度チェッ

クを取り入れて，興味

・関心を喚起するよう

に配慮されている。 

（Ｐ12,13） 

・布を用いた作品製作

では，製作のバリエー

ションを写真とともに

紹介し，課題設定のヒ

ントとなるよう工夫さ

れている。 

（Ｐ202,204） 

・「体験してみよう」

や「やってみよう」を

設定し，活動を通して

考える学習ができるよ

う工夫されている。 

（Ｐ29,256） 

・自然災害への備えや

対策について，衣食住

生活の学習において扱

うように配慮されてい

る。 

（Ｐ19,149,185，203） 

 

・「センパイに聞こう

」や「メッセージ」は,

地域や社会とのかかわ

りを考えるのに効果的

である。 

（Ｐ69,161，191など） 

・被服や調理の実習で

は,実習例や「私のアレ

ンジ」などの作品が多

くあり,興味・関心を持

って生活の中に取り入

れることができる工夫

がされている。 

（Ｐ133，145，201） 

・二次元コードが関

連ページに掲載さ

れており,すぐにみ

ることができ,効果

的に学習や指導が

できる。（Ｐ27） 

・食物アレルギーに

ついて，調理実習で

は，特定原材料を使

用する料理に代替

食品の例を示す配

慮がなされている。

（Ｐ136，137） 

・「やってみよう」「

学びを生かそう」「章

末のまとめ」を繰り返

す構成になっている。

流れに沿って学習し

できるように工夫さ

れており，主体的に課

題解決をする力をつ

けるために効果的で

ある。 



                                                                選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野）技術・家庭（家庭分野））No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性,県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｄ

 

開

隆

堂

出

版

・小項目ごとに「ふり

返り」が設けられてお

り，明記された課題に

ついて考えることで， 

思考力・判断力・表現

力を身に付けるための

工夫がなされている。 

（Ｐ25） 

・内容の終わりに「学

習のまとめ」があり，

基礎的・基本的内容の

定着が図れるように工

夫されている。 

（Ｐ155，225） 

・ガイダンス，内容Ａ

ＢＣの順で構成されて

おり，それぞれの内容

を関連させて学べるよ

うになっている。 

・各内容のはじめに自

分の興味・関心を,終わ

りに振り返りを書き込

んだり,問いかけたり

し,小学校との関連付

けを意識して学習でき

るような工夫がされて

いる。（Ｐ14,15,18） 

 

 

・小項目ごとに身近な

話題を用いた導入課題

を明記し，興味・関心

をもって取り組めるよ

う配慮されている。 

(Ｐ180など) 

・写真やイラストなど

の資料は,多種多様で

生徒が興味を持つこと

ができるよう工夫され

ているが,写真と吹き

出しの内容が合ってい

ない箇所があり,工夫

が望まれる。 

（Ｐ14,15,70,71など） 

・巻末に，「災害から

いのちと生活を守るた

めに」と題し，８ペー

ジにわたり，防災につ

いての基礎知識と心が

まえをまとめ，防災教

育に生かせるよう配慮

されている。 

・各内容の最終ページ

にＳＤＧｓの目標と関

連させて考える課題を

設けて，繰り返し学習

できるよう工夫されて

いる。 

（Ｐ64,152） 

・他教科との関連内容

が示されており,意識

して学習できるように

工夫されている。 

（Ｐ29） 

・学習のまとまりごと

に「生活にいかそう」

が設けられており，実

生活に即して考えたり

,調べたりしたことを

まとめる活動が設定さ

れている。 

（Ｐ41，221） 

・二次元コードが関

連のページに掲載

されており,すぐに

情報が見られるよ

うに工夫されてい

る。 

（Ｐ23） 

・食物アレルギー物

質を含む食材が材

料表に明記されて

いる。 

（Ｐ116,136） 

・「自立」に必要な基

礎的・基本的な内容を

おさえながら，「共生

」を意識した本文記述

や資料が掲載されて

おり，「自立」と「共

生」の土台づくりがで

きるよう配慮されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                            選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 英語英語英語英語）           No.１ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性，県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・各学年の教科書は， 

１年１１Unit（１６５

ページ），２年７Unit

（１５９ページ），３

年６Unit（１５３ペー

ジ）で構成されている

。 

・３つのStageに分けら

れ，各Stageの終わりに

領域統合的，問題解決

的な活動が設定されて

いたり，本文読解後に

自己表現活動が設定さ

れていたりするなど，

思考力，判断力，表現

力を引き出すことがで

きるよう工夫されてい

る。 

・Can-Doリストに基づ

き，巻頭に学習を見通

し，巻末に自己評価を

するページが設けられ

ている。さらに巻末で

は３年間の学習のゴー

ルを領域ごとに見通す

工夫がなされている。 

・１年生のUnit１～５

では，小学校で慣れ親

しんだ表現を使って「

話す」「聞く」活動か

ら授業に入るよう設定

なされている。 

・各Unitの始めにある

扉やPreviewで音声や

画像，映像から入り，U

nitの概略や表現の使

用場面などをつかむこ

とで，関心をもって学

習する工夫がなされて

いる。 

・Ａ４版の紙面に写真

やイラスト，資料が多

く使用され，記入欄も

広めにとられている。 

・学び方コーナーで詳

しいアドバイスが掲載

されており，自主的に

学習を進めることがで

きるよう工夫がなされ

ている。 

・Stage ActivityやLet

’s writeでは、まとま

った英文を書く手順が

細かく示され，書く力

を高める工夫がなされ

ている。 

・ＡＩ，ユニバーサル

デザイン，国際支援，

伝統文化，人権など，

今日的課題や知的好奇

心を喚起する題材が扱

われており，地域を見

つめ直すと同時に世界

に視野を広げながら学

習を進める工夫がなさ

れている。 

・各学年１～２か所ず

つ設けられたLet’s le
arn…in Englishは，他

教科や実生活などで学

んだことを英語の視点

から学習することがで

きるよう工夫されてい

る。 

 

・二次元コードによ

り映像や単語，本文

を繰り返し学習す

ることができ，自立

した学習を支援す

る工夫がなされて

いる。 

・文法学習のページ

が，詳しい解説とと

もに１年生は７箇

所，２年生は６箇所

，３年生は４箇所設

けられており，家庭

でも学習し直せる

よう工夫されてい

る。 

・絵や写真の活用，記

入式の紙面，二次元コ

ードなど，学習者の多

様性や様々な学びの

形を考慮し，構成され

ている。 

・音声や映像による導

入から，内容理解，領

域ごとの活動，今日的

課題などを扱った課

題解決的，領域統合的

学習へとスムーズに

つなげ，思考力，判断

力，表現力を伸ばす工

夫がなされている。 

 

Ｄ

 

開

隆

堂

出

版

・各学年の教科書は， 

１年１０program（１５

９ページ）２年８progr

am（１５９ページ）３

年７program（１５１ペ

ージ）で構成されてい

る。 

・２３０～３４８語の

読み物教材が２年３ 

話，３年２話，追加の

読み物教材２話がある

。国語科で扱われてい

る物語や歴史上の海外

の国々とのつながりに

ついて，人物の信条に

ついての話などが扱わ

れている。 

・最初にProgramを貫く

３つのgoalが提示され

，次に場面を通して新

しい表現が紹介される

。その後，本文の内容

を自分の言葉で再話す

るRetell，伝え合う活

動のInteractへと発展

させていく構成は優れ

ている。また総合的な

力を育成するOur Proj

ectが各学年３回設定

されている。 

・１年生の初期には小

学校の既習事項を使っ

てできるGet Readyと

文字と音が復習できる

Program0が設定されて

いる。 

・各Programの扉に題材

に関係する写真，内容

を想起する問い，３つ

のGoalが示され，見通

しをもって学習をスタ

ートできるように工夫

されている。 

・各Programでは２コマ

漫画で新出表現が紹介

されている。自然な使

用場面で短い会話によ

ってわかりやすく示さ

れている。否定文や疑

問文なども一連の会話

の流れの中で紹介され

ており，生徒が理解し

やすいように工夫され

ている。 

・各Programでは３つの

goalを１つ１つ確認し

ながら進めていくこと

ができるよう工夫され

ている。また音読練習

回数のチェック欄が設

けてあり，生徒が自分

の取組を振り返りなが

ら主体的に学習できる

ように配慮されている

。 

・本文末のRetellでは

表現力を高めることが

でき，Interactでは目

的・場面･状況に応じた

即興力を育てることが

でき，Our Projectで

は協働学習で学び合い

ができるように工夫さ

れている。 

・日本の伝統文化を発

信する題材，国際理解

を深める題材，生物界

の人間としての自覚を

促す題材，SDGsに関連

した題材が各学年で数

多く取り扱われており

，生徒が広く世界に目

を向け，考える契機と

なるよう配慮されてい

る。 

・日常生活の様々な場

面を想定したPower-up

では，領域を統合した

活動が設定され，実践

的に英語を活用するこ

とができるよう工夫さ

れている。 

・二次元コードによ

り，本文の音声だけ

でなく映像なども

活用することがで

きる。 

・導入ScenesではPr

ogramで学ぶ言語材

料が一度に提示さ

れており，まとめて

学ぶことができ，自

然なやりとりへと

つなげていくこと

ができるよう工夫

されている。 

・Our Projectは各領

域を活用するパフォ

ーマンス活動になっ

ている。活動の手順や

例が丁寧に示されて

おり、生徒同士が学び

合いながら，表現力を

高めていくことがで

きるよう工夫されて

いる。 

・最初に目標確認，基

礎・基本の習得，内容

についての思考，自己

表現，やり取りという

構成は生徒の様々な

領域の力を伸ばすこ

とにおいて優れてい

る。 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 英語英語英語英語）            No.２ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性，県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｆ

 

三

省

堂

・各学年の教科書は， 

１年８Lesson（１４７

ページ）２年７Lesson

（１２５ページ）３年

７Lesson（１２９ペー

ジ）で構成されている

。 

・学年に応じて２０１

～４９６語の読み物教

材がある。（１年１話 

追加１話，２年２話，

追加２話，３年３話，

追加２話）海外の児童

文学や物語，日本のと

んち話など生徒が興味

をもって読むことがで

きる作品が掲載されて

いる。 

・各Lessonは単元の紹

介とねらいの提示に始

まり，基礎を身に付け

るGETで新出表現を定

着させ，USEではREAD 

WRITE SPEAKの活用を

する。Take Actionでは 

ListenとTalkの活動が

準備されている。最後

に文法のまとめで構成

されている。また，い

くつかの単元のまとめ

として領域統合的な活

動であるProjectが設

定されている。 

・Starterで文字と音や 

身近な語句を復習し，

小学校で学習した学び

がつながるように工夫

されている。 

・各Lessonの扉に，題

材に関する写真と発問

が２問ずつ掲載されて

いる。また各活動のね

らいも提示されており

，導入から生徒が見通

しをもって学習に取り

組む工夫がなされてい

る。 

・読み物教材の題材と

して，海外の名作が取

り上げられており，生

徒が興味をもって読み

進め，楽しみながら読

む力を高めていく工夫

がなされている。 

・各LessonのUSE-Read 

では目的や状況に応じ

たまとまりのある英文

の概要や要点を読み取

る力を育成することが

できるように，３つの 

STAGEが設定されてい

る。 

・辞書の活用の仕方や

単語の覚え方，授業外

での学び方など，生徒

が自主的に学習を進め

るための手立てがFor 

Self-studyとして各学

年に設けられている。 

・公民権運動の歴史，

平和学習，車椅子バス

ケットについてなど，

生徒の人間性を涵養す

る題材が取り入れられ

ており，SDGsについて

の知識や考えも深めら

れるよう工夫されてい

る。 

・GET Plusでは実生活

に即した表現活動を行

うことができ，その活

動に使用できる表現が

Word Bankとしてわか

りやすいイラストとと

もに設けられている。 

・二次元コードによ

り，本文の音声だけ

でなく映像なども

活用することがで

きる。特に，付録の

Soundsでは立体的

な動画を使い，口頭

での解説や紙上で

の表現が難しい発

音を視覚的にわか

るよう工夫されて

いる。 

・ジャンル毎のワー

ドリストが付録の

「いろいろな単語」

に掲載され，表現活

動に活用できるよ

う工夫されている。 

・３年間を見通した，

各学年３回のProject

は領域統合型の活動

を通して既習の言語

材料を活用すること

ができるように工夫

されている。 

・自然科学，環境，日

本や海外の生活と文

化，生徒の感性に訴え

る物語など生徒が興

味をもって学習でき

る題材が取り上げら

れている。 

Ｇ

 

教

育

出

版

・各学年の教科書は，

１年９Lesson（１６３

ページ），２年９Lesso

n（１６７ページ），３

年７Lesson（１６７ペ

ージ）で構成されてい

る。 

・各レッスンの最後にR

eview，Task，Grammar

の３つのコーナーが設

けられており，本文の

内容や言語材料につい

て総合的に理解し，そ

の定着が図れるよう工

夫されている。 

 

 

・Projectが各学年２～

３回設定されており，

既習の言語材料を活用

し，表現したり伝え合

ったりすることができ

るよう配慮されている

。 

・小学校の学習内容を

復習できるspring boa

rdや，小学校での既習

事項と関連した活動が

Lesson１～３に設定さ

れ，小中の学びをスム

ーズに移行できる構成

となっている。 

・各学年に生徒の興味・

関心を引く読み物教材

が用意されており，楽

しみながらまとまった

英文を読んだり，内容

について考えたりでき

るよう工夫されている

。 

・各単元の扉には，題

材に関係する写真と発

問が掲載されており，

生徒の興味・関心を引

き，学習意欲が高まる

よう工夫されている。 

・既習の言語材料を活

用し，即興でのやり取

りに役立つActivities

 Plusが巻末に用意さ

れており，授業の帯活

動等で継続的に活用で

きるよう工夫されてい

る。 

・４技能を高めるコツ

を紹介したTipsや学習

の仕方をまとめたHow 

to Studyのコーナーが

あり，生徒の主体的な

学習につながるよう工

夫されている。 

・環境や貧困，平和等

の社会的な問題をテー

マとした単元が設定さ

れており，教科等横断

的な学習ができるよう

配慮されている。 

・各学年にUseful Expr

essionsのコーナーが

設定されており，日常

的な場面や状況に応じ

たやり取りができるよ

う工夫されている。 

・二次元コードによ

り，本文などの音声

のデジタル教材を

活用することがで

きる。 

・各学年にマスキン

グシートやカード

が付属されており，

効果的に学習に取

り組めるよう工夫

されている。 

・日常的な話題から社

会的な話題まで多様

な題材が扱われてお

り，社会や世界との関

わりの中で事象を捉

えたり，外国語やその

背景にある文化を理

解したりできるよう

配慮されている。 

・巻末に３学年分の「

Can-Do自己チェック

リスト」が掲載されて

おり，当該学年だけで

なく，長期的な見通し

の中で自己評価を行

うことができるよう

配慮されている。 

    



                                                                選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名 英語英語英語英語）            No.３ 

記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性，県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｉ

 

光

村

図

書

出

版

・全学年８Unit（１７

５ページ）で構成され

ている。 

・各単元は，扉，Part

１～３，Goalが基本構

成となっており，各単

元目標に向かって知識

・技能を活用しながら

，５領域の力を総合的

に育成することができ

るよう工夫されている

。 

 

・You Can Do It!が各

学年に３回設定されて

おり，目的や場面，状

況に応じて既習の知識・

技能を活用しながら，

領域を統合した言語活

動が行えるよう工夫さ

れている。 

・小学校の学習内容を

復習できるLet’s be F
riends!が設けられて

いたり，１年の基本文

の大半が小学校の既習

表現となるよう配慮さ

れたりしており，繰り

返し場面を変えて出合

わせ，その定着を図れ

るよう工夫されている

。 

・物語から今日的な話

題まで豊富な題材を扱

ったLet’s Readでは，

要点を捉える設問や読

んだ内容について考え

る設問が用意され，深

い学びにつながるよう

工夫されている。 

・各単元の扉には，「

何ができるようになる

か」が明確に示され，

題材に関係する写真や

イラスト，発問等を通

して，単元全体の概要

を捉えられるよう配慮

されている。 

・既習の言語材料を活

用し，即興でのやり取

りに役立つLet’s Talk
!や，既習のストーリー

内容をリテリングでき

るStory Retellingが

巻末に用意されており

，授業の帯活動等で継

続的に活用できるよう

工夫されている。 

・文法事項を使用場面

と結び付けながら整理

できるようActive Gra

mmarが各学年の要所に

設定されており，基礎

・基本の定着を図れる

よう配慮されている。 

・各学年の最初に「英

語の学び方ガイド」，

要所に各領域別のコツ

を紹介したYour Coach

が設定されており，主

体的に学習に取り組め

るよう工夫されている

。 

・実社会に即した具体

的な目的や場面，状況

が設定されたDaily Li

feでは，それぞれの場

面で必要な領域や表現

に焦点を当てながら練

習することができるよ

う工夫されている。 

・二次元コードによ

り，本文の音声や映

像などのデジタル

教材を活用するこ

とができる。 

・各学年の巻末にAc

tive wordsが用意

され，身近な話題に

ついて繰り返し活

用しながら習得で

きるよう工夫され

ている。 

・３年間を通したスト

ーリーを活かした言

語活動，各領域の力を

高めるための帯教材

や小教材が要所に配

置されており，目的や

場面，状況に応じて各

領域の力を総合的に

育成できるよう工夫

されている。 

・世界への視野を広げ

，国際理解を深めるた

めの教材として「Worl

d Tour」が設定されて

おり，多様なものの見

方・考え方を働かせる

ことができるよう配

慮されている。 

Ｌ

 

新

興

出

版

社

啓

林

館

・各学年の教科書は，

１年１０Unit（１５１

ページ），２年８Unit

（１５９ページ），３

年６Unit（１４３ペー

ジ）で構成されている

。 

・導入のGet Readyでは

英文を少なめにし，取

り組みやすいよう工夫

されている。 

・全体が３つに分けら

れ，それぞれの終わり

に設けられたProject

１～３では，領域統合

的な言語活動が工夫さ

れている。 

・１年生では小学校の

復習が，２，３年生の

後半では高校につなが

る長めのリーディング

やライティングが設け

られており，小，中，

高のスムーズな接続の

工夫がなされている。 

・色づかいやレイアウ

トがシンプルで，見や

すくする工夫がなされ

ている。 

・実在の人物，出来事

など，リアルな題材が

使用されている。また

，導入の対話は実生活

に即しており，後半のR

ead & Thinkでは写真

とともに興味深い内容

が紹介されるなど，生

徒の関心を高める工夫

がなされている。 

・世界の祭，食文化，

日本の町おこし，海外

で働く日本人，防災な

ど，幅広い分野が取り

扱われているが，日常

会話などにより導入さ

れており，親しみやす

くする工夫が見られる

。 

・２，３年生のUnit末

に設けられたExpress 

Yourselfではテーマに

沿った短い文章を作り

，発表し合う活動があ

り，生徒の思考力，判

断力，表現力が高まる

よう工夫されている。 

・町おこし，ユニバー

サルデザイン，祭，歴

史的な出来事等，生活

や文化，他教科と関連

する題材が本文で扱わ

れている。 

・２，３年生では各Uni

tの最後にMore Inform

ationが設けられ，題材

について日本語で詳し

く補足説明されており

，英語の学習を他教科

等と関連付けながら行

う工夫がなされている

。 

・二次元コードによ

り，単語と本文を繰

り返し学習するこ

とができる。また，

新出語句を１語ず

つ繰り返し聞くこ

とができたり，語句

の和訳の表示・非表

示の切り替えがで

きたりするなど，学

習に役立つ工夫が

見られる。 

・巻末付録に発音と 

つづりのルールが

解説されている。 

・導入の短めの英文で

関心のある話題に触

れ，後半の長文も意欲

をもって読み進めら

れるよう題材の選択

が工夫されている。 

・Project１～３では

，各領域をバランスよ

く伸ばす領域統合的

な活動が工夫されて

いる。 

 

 



                                                                    選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  道徳道徳道徳道徳）           No.1 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ａ

 

東

京

書

籍

・２８のテーマについ

て、３５時間分の教材

と付録教材５時間分の

合計４０時間分の教材

が掲載されている。 

・全学年の巻頭折り込

みに、話し合いの手引

きが示されており、学

習の際に参照できるよ

うに工夫されている。 

・教材冒頭に、ねらい

となる内容項目に関連

したテーマを示してお

り、ねらいに沿って授

業を展開できるように

工夫されている。 

・全学年で２時間扱い

の問題解決的な学習が

設定されており、グル

ープで話し合いをする

中で、道徳的価値を深

く理解できるように工

夫されている。 

・全学年で２時間扱い

の体験的な学習が設定

されており、自分のこ

ととして捉えられるよ

うに工夫されている。 

・１年生では、イラス

ト教材があり、生徒が

いじめについて自分自

身で考えられるように

工夫されている。 

・教材によって写真や

漫画、挿絵など様々な

工夫が凝らされており

、生徒の興味を引きつ

けるものとなっている

。 

・各学年５教材、テー

マを考える際の材料と

して、漫画の１コマが

掲載されており、教材

への興味・関心を高め

、学習のイメージがも

てるように工夫されて

いる。 

・全学年で「いじめの

ない世界へ」と「いの

ちを考える」をテーマ

にしたユニットがあり

、それぞれ３時間の授

業で重点的に学習でき

る構成となっており、

多面的・多角的に考え

られるように工夫され

ている。 

・全学年で「情報モラ

ルと友情」をテーマに

した教材が掲載されて

おり、現代的な課題に

ついて考えを深められ

るように工夫されてい

る。 

・「リフレーミング」

では学活、「情報モラ

ル」では学活や技術、

「和食の良さ」では食

育、「フェアトレード

」では英語など、他教

科と関連させて学習で

きる教材が多く、各教

材テーマの下にマーク

があり、分かりやすく

なっている。 

・教材末の発問の中に

「自分を見つめよう」

があり、実生活につい

て考えを深められるよ

うに工夫されている。 

・ＡＢ版サイズのゆ

とりある紙面で全

ての生徒が支障な

く学習できるよう

に配慮されている。 

・話し合い活動をよ

り活発にするため

の授業支援ツール

としてホワイトボ

ードと心情円が付

録に用意されてい

る。 

・学期末に自分の学

びを振り返ること

ができるシートが

３学期分用意され

ている。 

・考え、議論する道徳

を実現するために、全

ての教材が問題解決

的に考えることがで

きる構成になってい

る点が優れている。 

・教材の内容と実生活

の両面から思考を深

められるよう、発問が

「考えよう」と「自分

をみつめよう」の２問

に精選されている。 

・重要なテーマである

「生命尊重」と「いじ

め問題」をユニット化

され、多面的・多角的

に考えるための工夫

が施されている。 

Ｇ

 

教

育

出

版

・３０時間分の教材と

５時間分の補助教材の

合計３５教材を掲載し

ている。 

・巻頭のオリエンテー

ションのページでは、

道徳科で何をどのよう

に学ぶかが分かりやす

く示されており、生徒

が主体的に学習に取り

組めるように工夫され

ている。 

    

・教材名の下に導入と

なる問いがあり、どの

ようなことを学ぶのか

意識づけができるよう

に工夫されている。 

・教材の中に「やって

みよう」が設定されて

おり、役割演技をした

り、日常体験を話し合

ったりする活動が示さ

ている。 

・「けやき中」シリー

ズでは、登場人物の成

長や心情を考えること

を通して、自分自身を

見つめられるように工

夫されている。 

・各スポーツ界や芸能

や文化面で活躍されて

いる人物の教材が多い

ので、生徒が興味をも

ちやすい。「ハゲワシ

と少女」ではインパク

トのある写真が掲載さ

れており、生徒の関心

を高める工夫がされて

いる。 

・「いじめや差別のな

い社会」「生命の尊さ

」ではそれぞれ複数組

み合わせたユニットを

設けて、考えを深めて

いくことができるよう

に工夫されている。 

・「情報モラル」「防

災」「臓器移植」「裁

判員制度」など、現代

的な課題を考える教材

が掲載されている。 

・多彩な人物教材（先

人や現在活躍している

方など）が多くあり、

保健体育、国語、理科

等関連を持たせながら

学ぶことができるよう

になっている。 

・３学年を通して、教

材の中に、様々な職業

人が登場しており、職

業観についても学ぶこ

とができる。 

 

・全学年巻末に、「

都道府県にゆかり

のある人物とその

言葉」が掲載されて

おり、郷土について

の理解を深めるた

めに工夫されてい

る。 

・文字の間隔が広く

とってあり、すべて

の生徒にとって読

みやすくなってい

る。 

・教材末の「学びの道

しるべ」の３つの問い

を通して、段階的に道

徳的諸価値の理解を

深め、道徳的な判断力

、心情、実践意欲と態

度を育てることがで

きるように工夫され

ている。 

・各学年の巻末に学期

ごとと1年間での学び

が記録できるシート

が用意されている。 

 

    



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  道徳道徳道徳道徳）         No.2 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や 

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｉ

 

光

村

図

書

出

版

・３１時間分の教材と

４時間分の付録教材の

３５教材が掲載されて

いる。 

・各学年の第１教材に

「道徳の授業を始めよ

う」を設け、１年間の

スタートに当たり見通

しをもって学べるよう

になっている。また、

学年の最後に「道徳の

学びを振り返ろう」を

設け、１年間の学びの

振り返りができるよう

になっている。 

・１年間を３つの「シ

ーズン」に区切り、そ

れぞれに生徒の発達段

階を踏まえた学びのテ

ーマが設けられている

。 

・各学年４か所に「深

めタイム」が配置され

ており、特に「いじめ

問題」と「情報モラル

」については全学年に

配置されており、３年

間を通してじっくりと

考えられるように工夫

されている。 

・多岐にわたるテーマ

の読み物教材に加え、

写真や資料、漫画など

様々な形態の教材から

学べ、生徒の興味・関

心をひく工夫がされて

いる。 

・全学年でヨシタケシ

ンスケさんの絵本「な

んだろうなんだろう」

や、巻末に有名人の直

筆メッセージが掲載さ

れており、生徒の興味

をひく工夫がされてい

る。 

・「いじめ問題」と「

情報モラル」では全学

年に「深めタイム」を

設け、主体的、対話的

で深い学びを実現でき

るように工夫されてい

る。 

・現代的な課題につい

ては、生徒が自分の問

題として考えられるよ

うに工夫されており、

特に「環境」「国際理

解」「共生」について

は重視されている。 

 

・各教材末の「つなげ

よう」では、他教科や

日常生活との関連、他

教材との関連、関連す

る図書の紹介等を、教

材内容に合わせて学び

が広げられるように工

夫されている。 

・巻末に、この教科書

が目ざした生徒の姿が

掲載されており、道徳

の学習と他教科や現代

的課題との関わりとを

結びつけやすくなるよ

うに工夫されている。 

・巻末に「学びの記

録」が折り込んであ

り、１時間ごとに学

んだことが書き込

める形式のシート

がシーズンごとに

１枚ずつ用意され

ている。 

・各学年の付録教材

の最後に小学校で

学んだ教材を掲載

しており、再度学び

直すことができる

ようになっている。 

・主体的、対話的で深

い学びを実現するた

めに、発問や構成に工

夫が施されている。 

・生徒の成長や問題意

識に寄り添いながら、

道徳の学びが深まる

ように、３年間を見通

した構成になってい

る。また、学びの効果

を引き出せるような

教材の配列になって

いる。 

Ｏ

 

日

本

文

教

出

版

・３５時間分の教材が

バランスよく構成され

ている。 

・巻頭ページには、学

びを深めるための学習

の流れが示されており

、学びがイメージしや

すいように工夫されて

いる。 

・問題解決的な学習や

体験的な学習に適した

教材には、「学習の進

め方」のページが設け

られている。 

・対話的で深い学びの

ために、１時間の学習

の流れを３ステップで

可視化する工夫がされ

ている。 

・身近な生活場面や活

躍中のスポーツ選手の

教材、漫画形式やグラ

フを扱う教材など、多

岐にわたる教材で生徒

の興味をひく工夫がさ

されている。 

・「包む」では生徒自

身がふろしきを使って

みるなど、体験して感

じる教材が掲載されて

いる。 

・いじめをテーマにし

たものが、多面的・多

角的に考えられる様々

な教材・コラムをユニ

ット化し、集中的に学

べるようになっている

。また直接的、間接的

に扱う教材があり、自

分ごととして捉えられ

るようになっている。 

・社会に開かれた教育

課程を実現させ、生徒

が主体的によりよい社

会を創造していけるよ

うに、「よりよい社会

と私たち」という新し

いユニットが設定され

ている。 

・身近な社会に目を向

けたり、働くことや社

会との関わりについて

考えたり、将来の生き

方や社会の在り方につ

いて考えたりできる教

材がユニット化され、

構成されている。 

・巻末に内容項目別一

覧が掲載されており、

他教科との関わりが捉

えやすくなっている。 

・道徳ノートが別冊

で準備されており、

友達の意見や話し

合いをメモでき、様

々な価値観につい

て記録することが

できる。また、自分

の振り返りを簡単

に行うことができ

る。さらに、各学期

末に保護者記入欄

が設定されており、

生徒の成長を学校

と家庭で共有でき

るように工夫され

ている。 

・１時間の学習の流れ

を「①気づく」「②考

え、議論する、深める

」「③見つめる、生か

す」の３ステップで可

視化されており、対話

的で深い学びが生ま

れるように工夫され

ている。 

・「いじめと向き合う

」や「よりよい社会と

私たち」がユニットと

して設定されており、

より深く多面的・多角

的に考えられるよう

に工夫されている。 

 



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  道徳道徳道徳道徳）         No.3 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や 

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｐ

 

学

研

教

育

み

ら

い

・３５時間分の教材が

年間を通してバランス

よく配列されている。 

・各学年の巻頭に、道

徳科で学ぶことや考え

を深めるためのステッ

プが示されており、学

習の流れがわかりやす

くなるように工夫され

ている。 

・ユニット学習として

「地球と地域の未来の

ために」、「夢に向か

って共に輝く」の２つ

があり、視点や項目の

異なる複数の教材を関

連させ、広い視野で考

えさせられるように工

夫されている。 

・「深めよう」では教

材に合わせて、話し合

いや役割演技など様々

な学習形態で学ぶこと

ができるように工夫さ

れている。 

・様々な分野で活躍す

る人物に関する教材や

、オリンピックや災害

についての教材を設け

てあり、生徒が興味を

もったり、身近に感じ

たりできる工夫が施さ

れている。 

・読み物だけでなく、

絵や写真、図やグラフ

等を教材に掲載するこ

とで、生徒の興味・関

心を喚起させるように

工夫されている。 

・全学年通して６つの

テーマを設け、特に、

「生命の尊重」「いじ

め防止」については、

重点的に学習できるよ

うに工夫されている。 

・「金色の稲穂」は大

田市立北三瓶中学校の

作品であり、人からの

思いやりとそれに対す

る感謝の気持ちを考え

る内容になっている。 

 

・「クローズアッププ

ラス」では、「メンタ

ルトレーニング」、「

アンガーマネージメン

ト」、「自己肯定感」

を扱い、実生活へ生か

していけるように工夫

されている。 

・巻頭「さまざまなテ

ーマで学ぼう」で、各

教材とテーマの関連が

分かるように工夫され

ている。 

・ＡＢ版サイズにな

っており、写真や図

版が大きく効果的

に用いられている。 

・各教材末の「考えよ

う」ではねらいに迫る

発問について考え、「

深めよう」では、生徒

が自分の考えを深め

広げられるように工

夫されている。 

・巻頭の「マイプロフ

ィール」、巻末の「心

の四季」、最巻末の「

学びの記録」により、

１年間の成長を確か

められるようになっ

ている。 

Ｔ

 

廣

済

堂

あ

か

つ

き

・３５時間分の教材が

年間を通してバランス

よく配列されている。 

・別冊のノートに、各

内容項目に関連した資

料が１ページずつ掲載

されており、本冊と一

緒に活用することがで

きる。 

 

・教材末の「学習の手

がかり」に主題名や内

容項目が示されており

、見通しをもって学習

できるように工夫され

ている。 

・各学年に「いじめ防

止」に関わる教材が掲

載され、「人間として

の生き方」について考

えを深めるために、さ

まざまな道徳価値との

関わりで「いじめ」に

ついて考えることがで

きるように工夫されて

いる。 

・全学年で、友情をテ

ーマにした「アイツ」

シリーズが掲載され、

生徒が自分の成長と重

ねて考えることができ

るように工夫されてい

る。 

・「ひまわり」では自

筆の作文が教材に掲載

されており、生徒の興

味・関心を高めるよう

に工夫されている。 

・全学年で「生命尊重

」と「いじめ防止・人

権尊重」を重点的に捉

える構成となっており

、多面的・多角的に考

えられるように工夫さ

れている。 

 

・巻末に学習指導要領

対応表がついており、

分かりやすく教材を選

択することができる。 

・キャリア教育の視点

から生き方を考えるた

めの教材が、学習の発

達段階に応じて掲載さ

れている。 

 

・AB版サイズで生徒

にとって読みやす

い。また、配色が温

かみのあるもので、

生徒が落ち着いて

教材に向き合える

工夫がされている。 

 

・各教材末の「考え、

話し合ってみよう 

そして、深めよう」が

あり、問いを通して自

分ごととして捉えら

れるように工夫され

ている。 

・別冊の道徳ノートに

は、補充の読み物があ

り、考えを深めること

ができる。また、「心

に残っている授業」を

記録する工夫が施さ

れている。 

 



選選選選        定定定定        にににに        必必必必        要要要要        なななな        資資資資        料料料料                            （種目名種目名種目名種目名  道徳道徳道徳道徳）         No.4 
記

号

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 (3) 興味・関心への配慮等 

(4)教科の特性、県の実態や 

課題への適合等 

(5)各教科等及び実生活

との関連についての工夫 

(6)その他 

Ｕ

 

日

本

教

科

書

・３７時間分の教材が

学習指導要領の内容項

目順に配置されており

、学校や生徒の実態に

応じて教材を行う時期

を考えて指導できるよ

うに工夫されている。 

・巻頭に「道徳科って

何を学ぶの？」のペー

ジがあり、学び方の見

通しを持つことができ

る。 

・各学年で、いじめを

許さない心を育成する

ために、「正義」「寛

容」「人権」「人間愛

」などさまざまな教材

の主題で、学びを深め

られるように工夫され

ている。 

・「礼儀はなぜ必要な

のか」では、体験的な

学習から考えを深める

ようになっており、学

習形態が工夫されてい

る。 

 

・「二つの足跡」では

クイズ形式で、生徒が

主体的に考えられるよ

うに工夫されている。 

・全学年で友情をテー

マにした「リョウとマ

キ」シリーズが掲載さ

れており、登場人物の

学年ごとの成長を通し

て、生徒が友情につい

て考えを深めながら、

次年度への関心を持て

るように工夫されてい

る。 

・「こんなときどうし

たらいいの」「ニュー

スで討論『支え合いは

当たり前』」では、障

害者差別解消法を取り

上げ、人権意識を高め

るよう工夫されている

。 

・「小泉八雲が見た出

雲の国」では、松江市

が舞台の教材で、ふる

さとのよさや日本の自

然の美しさについて書

かれており、異文化と

向き合うことについて

考えることができる。 

 

・「生き方」を重点テ

ーマにおいて作られて

いる教材であり、学年

の発達段階に応じてキ

ャリア教育に関連させ

て学ぶことができるよ

うに工夫されている。 

・学年によって表紙

のタイトルが異な

っており、学年ごと

につけたい力が分

かりやすくなって

いる。 

・巻末には１年間の

道徳の時間の取組

みについて振り返

るページが設定さ

れており、１年間の

心の成長を確認す

ることができるよ

うに工夫されてい

る。 

・各教材末に「考え、

話し合ってみよう 

そして、深めよう」が

あり、問いを通して自

分ごととして捉えら

れるように工夫され

ている。 

 

 

 


